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本書はお読みになった後も大切に保管してください。
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登録商標です。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準

に基づくクラスBの情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用

することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン

受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあり

ます。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

本機は日本専用機で海外での使用は考慮されておりません。した

がって、海外での使用はお薦めできません。国によっては、持ち込

み禁止になったり使用禁止になることが考えられます。
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安全上のご注意

このたびは本機をお買い上げいただきまして、誠にありがとうござい
ます。
ご使用になる前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正
しくお使いください。
本書は、お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保管してく
ださい。

絵表示の例

健康上の安全に関するご注意

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

• 疲れた状態で、連続して長時間にわたるご使用は、健康
上好ましくありませんので、避けてください。

注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示しています。

• 長時間操作をするときは、適度に休憩してください。
目安として1時間ごとに10分から15分の小休止をとって
ください。

安全上のご注意

 記号は「してはいけな
いこと」を意味していま
す（左の例は分解禁止）。

● 記号は「しなければなら
ないこと」を意味していま
す（左の例は電源プラグを
コンセントから抜く）。
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使用上の安全に関するご注意

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

異常な状態にご注意ください
• 万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態
のまま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐ
に電源スイッチを切り、ACアダプタをコンセントから抜
き電池を外して、お買い上げの販売店または、カシオテ
クノ・サービスステーションに修理をご依頼ください。

水、異物はさけてください
• 万一異物（金属片、水、液体）が製品内部に入った場合
は、すぐに電源スイッチを切り、ACアダプタをコンセン
トから抜き、電池を取り外して、お買い上げの販売店ま
たは、カシオテクノ・サービスステーションに修理をご
依頼ください。

本機を落とさないでください
• 万一、本機を落としたり、強い衝撃を与え、本機を破壊
した場合は、電源スイッチを切り、ACアダプタをコンセ
ントから抜き、電池を外して、お買い上げの販売店また
は、カシオテクノ・サービスステーションにご連絡くだ
さい。そのまま使用すると、火災・感電の原因となりま
す。

分解しないでください
• 本機を分解・改造しないでください。火災・けがの原因
となります。
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注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示しています。

メモリ保護
• 本機に記憶させた内容は、パソコン等に常に記憶させ、
本機とは別に控えを残してください。電池消耗などによ
り、記憶内容が変化したり、消えることがあります。ま
た、本機の故障、修理などのときに記憶内容が失われま
す。

設置場所について
• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・
感電の原因となることがあります。

• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たる場所に置
かないでください。火災や感電の原因となることがあり
ます。

不安定な場所に置かないでください
• ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置
かないでください。落ちたり、倒れたりして、けがの原
因となることがあります。
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電池のご注意

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示
しています。

• 電池は、充電や分解・ショートの恐れのあることはしな
いでください。また、ハンダ付けや加熱したり、火の中
や水の中へ投入したりしないでください。

• 本機で使用しているボタン電池を取り外した場合は、
誤ってボタン電池を飲むことがないようにしてくださ
い。特に小さなお子様にご注意願います。

• 電池は小さなお子様の手の届かない所へ置いてくださ
い。万一、お子様が飲み込んだ場合は、直ちに医師と相
談してください。

• 電池からもれた液が目に入ったときは、こすらずにすぐ
にきれいな水で洗い流し、直ちに医師の治療を受けてく
ださい。

注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示しています。

• 電池は使い方を誤ると液漏れによる周囲の破壊や、破裂
による火災・けがの原因となります。次のことは必ずお
守りください。

• 極性（＋と－の向き）に注意して正しく入れてくださ
い。

• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでくださ
い。

• 種類の違う電池を混ぜて使用しないでください。
• 長時間使用しないときは、本体から電池を取り外し
ておいてください。

• 本機で指定されている電池以外は使用しないでくだ
さい。
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ACアダプタ使用上のご注意

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示
しています。

• 指定された電源電圧(日本国内では交流100Ｖ)以外の電
圧で使用しないでください。また、タコ足配線をしない
でください。火災・感電の原因となります。

• 電源コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったりしないでください。火災・感電の原因
となります。

• 電源コードを傷つけたり、破壊したりしないでくださ
い。また、重い物をのせたり、加熱しないでください。
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります｡

• 万一電源コードが傷ついたら（芯線の露出，断線など）、
お買い上げの販売店または、カシオテクノ・サービスス
テーションに修理をご依頼ください。そのまま使用する
と火災・感電の原因となります。

• 濡れた手でACアダプタに触れないでください。火災・感
電の原因となります。

• ACアダプタは必ず専用の物をお使いください。専用以外
のACアダプタを使用すると、火災・けがの原因となりま
す。

注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示しています。

• 電源コードをストーブ等の熱器具に近づけないでくださ
い。コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となるこ
とがあります。

• ACアダプタをコンセントから抜くときは、必ずACアダ
プタを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがありま
す。
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注意

• 旅行などで長期間本機をご使用にならないときは、安全
のため必ずACアダプタをコンセントから抜いてくださ
い｡

• ACアダプタは年1回以上コンセントから抜いて、プラグ
の刃と刃の周辺部分を清掃してください。ほこりがたま
ると、火災の原因となることがあります。

• 製品本体を移動させる場合は、必ずACアダプタをコンセ
ントから抜いてください。電源コードを引っ張るとコー
ドが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。
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• 別売のクレードルを使うと、本機をパソコンに接続してデータを転送し、パソコン
内蔵の記憶装置（ハードディスクなど）や外部記憶装置（フロッピーディスクなど）に
データを保存することができます。また、コンパクトフラッシュカードにデータを
保存することもできます。特に重要なデータは複数の記憶装置に保存することをお
すすめします。

• 故障、修理、電池消耗等に起因するデータの消失による、損害および逸失利益等に
つきまして、当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承くださ
い。特に重要なデータは複数の記憶装置に保存することをおすすめします。
なお、当社はいかなる理由においても本機の記憶内容の保護ならびに損害について
の責任は一切負いません。

• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤りな
ど、お気づきのことがありましたらご連絡ください。

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人とし
てご利用になるほかは、著作権法上、当社に無断では使用できませんのでご注意く
ださい。

• 本書および本機使用により生じた損害、逸失利益または第三者からのいかなる請求
につきましても、当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承くだ
さい。

• 市場ニーズの変化に応じて仕様・周辺機器等は随時変更されるものであり、本書の内
容と合致しない部分が発生することがあります。
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●電池が消耗した状態で使い続けないでくだ
さい。
データが消えたり変化することがありま
す。電池が消耗したら、すぐに電池を交換
してください。

●消耗した電池を入れたまま、長時間放置し
ないでください。
電池が液もれすることがあります。液も
れは本機の故障・破損の原因になること
があります。

●次のような条件でご使用ください。
• 温度0℃～40℃
• 結露しないこと
上記の範囲外で使用すると故障の原因とな
ります。

●次のような場所での使用は避けてくださ
い。
本機の故障・破損の原因になります。
• 静電気が発生しやすいところ
• 極端に高温または低温のところ
• 湿度の高いところ
• 急激な温度変化が起こるところ
• ほこりの多いところ

ご使用上の注意

本機は精密機器です。使いかたを誤ったり乱暴に扱うと、データが正常に
保存できなくなったり故障することがあります。次の注意をよくお読みの
うえ、正しくお取り扱いください。

●本機の上には重いものをのせないようにし
てください。

●本機を分解しないでください。（故障の原
因になります。）

●コネクタやスロットなどに異物を入れたり
差し込まないでください。

●本機に飲み物や水などをこぼさないでくだ
さい。

●タッチスクリーンやリセットボタンは、必
ず専用のスタイラス（ペン）で操作してくだ
さい。

●スタイラス（ペン）以外でのタッチスクリー
ン操作はお避けください。タッチスクリー
ンがキズついたり、動作上の障害が発生す
ることがあります。
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●本機の清掃に、シンナー、ベンジンや化粧品などの揮発性の薬剤を使わないでください。本
機が汚れたときは、乾いた布か中性洗剤に浸して固くしぼった布で拭いてください。

●バックライトやコンパクトフラッシュカードを頻繁にご使用になると、電池寿命は所
定の時間よりも短くなります。

●持ち運ぶときはタッチスクリーンや表示部の保護のためソフトケースに正しく入れて
お使いください。
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■ はじめて使う際の準備

本機のセットアップ
パッケージの開封後はじめて本機を使うときは、次の手順で本機のセット
アップを実行してください。

1. メイン電池を取り付けます（34ページ参照）。

注意

最初に必ずメイン電池を取り付けてください。バックアップ電池絶縁
シートを先に抜くと、本機は正常に起動しません。

2. バックアップ電池絶縁シートを抜きます。

3. 電源ボタンを押して電源を入れます。

4. 画面が以下のように推移します。
 (1) 起動画面
 (2) タッチスクリーンの補正画面

5. 画面の指示に従って、本機の初期設定を順次行ってください。
• 画面が見にくい場合は、コントラストを調節してください（19ページ
参照）。

• ここで実行した各種の初期設定は、後から随時変更することができま
す。くわしくは、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照してく
ださい。

• 設定が終了すると、デスクトップ画面が表示されます。
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以上で最初のセットアップ作業はすべて完了しました。

• 本機をすぐに使いたい場合は、本書を含め添付の各説明書を参照して、
操作を行ってください。「各説明書の使いかた」（14ページ）も参照し
てください。

• 操作を終了したら、電源ボタンを押して電源をOFFにしてください。

注意

• もし画面をタップしても反応しなかったり、画面に何も表示されな
い場合は、まず「フルリセット（メモリの初期化）」を実行してく
ださい（38ページ参照）。フルリセットを実行しても正しく動作し
ない場合は、メイン電池とバックアップ電池をともに取り外し、約
5分間放置した後、メイン電池→バックアップ電池の順に取り付
け、5秒放置後上記の操作3からやり直してください。

• 電池を取り付ける際は、常に電池の向きにご注意ください。
•「メモリ内容の一部が不正な状態にあります…」というメッセージ
が画面に表示された場合は、フルリセットを実行してください
（38ページ参照）。
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各説明書の使いかた
本機には、印刷物の説明書として「ハードウェア取扱説明書」（本書）と「パーム
サイズPCユーザーズガイド」「CASSIOPEIAアプリケーションガイド」が付属
しています。まず本書からお読みください。
以下、本機のさまざまな使いかたを知りたいときに、どのマニュアルのどの部
分を参照すれば良いかを示します。

この説明書を読んで本機を使うための準備ができたら？

「CASSIOPEIAアプリケーションガイド」、「パームサイズPCユーザーズガイ
ド」をお読みください。本機のいろいろな使いかたを説明しています。

説明書の通りに操作してうまくいかなかったら？

故障とお考えになる前に、この説明書の「故障かな？と思ったら」（40ページ）
をお読みになり、もう一度操作してみてください。「パームサイズPCユーザー
ズガイド」のトラブルシューティングもあわせてご参照ください。

本機の内蔵ソフトを使うには

本機には、Microsoft社製のパームサイズPC標準ソフトをはじめ、弊社独自の
ソフトが多数内蔵されています。
Microsoft社製ソフト 予定表、連絡先、仕事、受信トレイ、手書

きメモなどのソフトの使いかたについ
ては、「パームサイズPCユーザーズガ
イド」を参照してください。

カシオ製およびその他のソフト 「CASSIOPEIAアプリケーションガイ
ド」を参照してください。
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パソコンを接続して使いたいときは？

接続のしかたや、接続できるパソコンについては、この説明書の24ページを参
照してください。パソコンと本機との間でデータのやりとりをする方法につ
いては、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照してください。
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■ 操作について

各部の名称と機能

カードスロット
インジケータ

アラーム時刻に点滅するなど、

情報の告知などに利用されま

す。

スタイラス（ペン）

専用電源コネクタ

電源ボタン

電源をON／OFFするボタ

ンです。バックライト点灯

にも使います（19ページ）。

取り消しボタン

パソコンのESCキーと同

等の働きをします。

アクションコントロール

次頁枠内の「アクションコ

ントロールについて」を参

照してください。

ボイス レコーダーボタン

押すとボイスレコーダーが起動

し、ボタンを押しているあいだ、内

蔵マイクからの録音が実行され

ます。ボイスレコーダーについて

くわしくは、「パームサイズPC

ユーザーズガイド」を参照してく

ださい。

赤外線ポート

イヤホンジャック

市販のイヤホン（φ3.5mm）

を接続できます。

マイク

カーソルボタン

パソコンの上下・左右カー

ソルキーと同様の働きを

するボタンです。例えば手

書きメモでカーソルの位

置を移動する際などに使

います。

スピーカー

タッチスクリーン

情報の表示画面であると同時に、

付属のスタイラスを使って本機の

操作やデータの入力を行うのに利

用します。

モバイル
スケジュール

Menu
（ランチャー）

受信
トレイ プログラムボタン

内蔵のプログラムを

ボタン一つで起動し

ます。

初期設定では、左記

のソフトが割り当て

られています。
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電池フタ開閉スイッチ

リセットボタン

シリアルコネクタ

クレードル（20ページ）やデジタル携帯電話接

続ケーブルなどと接続するためのコネクタで

す。

電池フタ

アクションコントロールについて
アクションコントロールでは、次の操作が可能です。

アクションコントロールを「押す」操作

おもに、パソコンのENTERキーと同様の働きをします。例えばメ
ニューの中の選択項目を確定する場合などには「押す」操作を行い
ます。

アクションコントロールを「上に倒す／下に倒す」操作

おもに、パソコンの上下カーソルキーと同等の働きをします。例え
ば画面を下にスクロールさせる場合などには「下に倒す」操作を行
います。

各プログラム内でのアクションコントロールの操作については、「パームサイズ
PCユーザーズガイド」等を参照してください。
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スタイラス（ペン）について
本機へのデータの入力など、ほとんどの操作は、スタイラスを使って行い
ます。スタイラスは、本体右上のスタイラスホルダーに収納されています。

スタイラスを使うには、スタイラスホルダーから引き出して、普通のペン
や鉛筆などと同じ要領で手に握ってください。スタイラスを使って、本機
のタッチスクリーン上で以下の操作を行うことができます。

タップ タッチスクリーン上をスタイラスで１回軽く押して、すぐ
離す操作です。タッチスクリーン上に表示されているボタ
ンを押したり、メニューを選択するときなどは、この操作
を行います。

ダブルタップ タッチスクリーン上をスタイラスで２回続けて軽く押す操
作です。アプリケーション内などで、この操作を行うこと
があります。

ドラッグ タッチスクリーン上にスタイラスの先を押しつけたまま動
かす操作です。紙の上に鉛筆で線を描くときの動作と同じ
要領です。

注意
• スタイラスをなくさないようご注意ください。スタイラスを使わな
いときは、必ずスタイラスホルダーに収納するようにしてくださ
い。

• スタイラスの先を破損しないようにご注意ください。
• 本機のタッチスクリーン上の操作には、付属のスタイラス（または
同等品）をご利用ください。ペンや鉛筆などの筆記具は使わないで
ください。



19

タッチスクリーンの再補正について
タッチスクリーンの反応が悪かったり、タッチスクリーン上でタッチした
位置と、動作との間にずれがある場合は、以下のいずれかの方法でタッチ
スクリーンの再補正をしてください。
• 電源ボタンを押しながらアクションコントロールを押してください。
• 画面上の[スタート]ボタンをタップし、表示されるメニューから[設定]→
[スタイラス]の順にタップします。
再補正の操作は、画面の指示に従ってください。

コントラストの調節
タッチスクリーン上の表示が薄すぎたり濃すぎたりして見にくい場合は、
以下のいずれかの方法でコントラスト（表示の濃さ）を調節してください。
• 画面上の［スタート］ボタンをタップし、表示されるメニューから［プ
ログラム］→［コントラスト］の順にタップします。あとは表示される
画面の指示に従ってコントラスト調節を行ってください。

• 取り消しボタンを押しながらカーソルボタンを上に押すとコントラスト
が濃くなり、下に押すとコントラストが淡くなります。

バックライトについて
暗いところで本機を操作したり、画面を見たりしたい場合は、バックライ
トを点灯させることができます。バックライトを点灯させるには、電源ON
の状態でもう一度電源ボタンを約1秒間押してください。
バックライトを点灯させたまま、本機の操作を行わないで一定時間が経過
すると、バックライトは自動的に消灯します。消灯までの時間は、「バック
ライトのプロパティ」で設定することができます。

注意
• 録音等のマイクへの音声入力があるときは、雑音防止のため、バッ
クライトは、　点灯しないようになっています（バックライト点灯
時に録音すると、録音を開始した時点で自動的に消えます）。

• バックライトを点灯したままで使用すると、本機の電池寿命は短く
なります。

• バックライトを点灯すると音が発生しますが、故障ではありませ
ん。
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• 電池の残りが少なくなってくると、バックライトが点灯中に突然消
えたり、点灯しなくなることがあります。

• バックライトの点灯中に電池が消耗したり、電池が消耗していない
場合でも本機に大きな負荷がかかっている場合（コンパクトフラッ
シュカード使用時／通信時など）には、バックライトは強制的に消
灯します。このとき、次のメッセージが表示されます。

バックライトは多くの電流を必要とします。現在のメインバッ
テリの状態ではパワーが不足している為、バックライトを点灯
せずに動作します。

この状態（バックライトを点灯させることができない状態）を解除
するには、次のいずれかの操作を行ってください。この状態が解除
され、再度バックライトを点灯させることが可能となります。
（1）本機の電源をOFFにし、別売のACアダプタを接続した上で、

再度電源をONにする
（2）本機の電源をOFFにし、強負荷の原因となっている操作を中

止した上で、再度電源をONにする
以上のいずれかを行ってもこの状態を解除できず、バックライトの
点灯ができない場合は、あきらかにメイン電池が消耗しています。
メイン電池の交換を行ってください。

充電機能付きクレードルについて（別売）
クレードルは、本機とパソコンとの間でデータをやりとりするためのコネ
クタの役割をします。またクレードルの使用中は、本機の電源コネクタの
代わりに、クレードルの電源コネクタに別売のACアダプタを接続するこ
とができます。
本機に充電池パックを装着し、クレードルに取り付けると充電も行われま
す。充電するには別売のACアダプタが必要です。充電についてくわしく
は充電機能付きクレードルに付属のマニュアルを参照してください。

充電機能付きクレードル：JK-511CR
充電機能付きクレードルと充電池パックの「セット」：JK-950NH
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本機をクレードルに取り付けるには
注意
本機をクレードルに取り付けるとき／取り外すときは、必ず本機の電
源をOFFにしてください。

本機をクレードルに取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. クレードルを、机の上など水平で安定した場所に置きます。
2. 本機の電源をOFFにします。
3. 本機のシリアルコネクタのフタをスライドして開けます。

4. 本機をクレードルに対して以下の図のような向きに合わせます。

5. 本機の底面のシリアルコネクタ部分がクレードルのコネクタ部に合うよ
うに気を付けながら、下図のように本機をクレードルに差し込みます。

注意
コネクタが確実に入るように、最後まで押し込んでください。

22

取り外すときは
1.イジェクトボタンを押します。
2.本機をまっすぐ引き抜いて取り外します。
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クレードルとパソコンを接続するには
クレードルには、パソコンと接続するためのシリアルケーブルが直づけさ
れています。シリアルケーブルを、パソコンのシリアルポートに、下図の
ように接続してください。

注意
• 接続することができるパソコンの動作環境条件については、「接続
可能なパソコンについて」（24ページ）を参照してください。

• 接続する際は、パソコンの電源を切った状態で行ってください。

• 上のイラストは一例です。シリアルポートの位置や配置はパソコンの
機種によって異なりますので、お持ちのパソコンに付属の説明書をご
参照の上、正しく接続してください。

• 直接接続できるのは、9-pinタイプのシリアルインターフェースです。
シリアルインターフェースが25pinのパソコンをお使いの場合は、市
販の変換コネクタ（9pin-25pin）を使用してください。変換コネクタ
をご購入の際には、結線が適合しているものをお求めください（48
ページ参照）。

• 接続後に、実際にパソコンと本機との間でデータのやりとりを行うた
めには、パソコン側にWindows CEサービスをインストールする必要
があります。Windows CEサービスのインストール方法、および使い
かたについては、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照してく
ださい。

24

接続可能なパソコンについて
本機と接続して、本機との間でデータのやりとりを行うために利用するパ
ソコンは、少なくとも以下の条件を満たしている必要があります（同梱の
Microsoft 社のCD-ROMに含まれているインストーラや、Windows CE
サービスを利用するために必要な動作環境条件です）。

PCに必要なシステム
• 日本語バージョンのMicrosoft Windows NT Workstation 4.0またはWindows
95/98

• Windows NT対応のPentiumプロセッサ搭載のPC
• Windows 95/98対応の486/66 DXまたはそれ以上のプロセッサ搭載のPC
（Pentium P90以上が推奨されています）
• 16MB以上のメモリが Windows NT Workstation 4.0またはWindows 95/
98に必要 （Windows NT Workstation 4.0は32 MB以上を推奨。メモリが大
きいほど、パフォーマンスが向上します）

• 10から50MBの空き容量のあるハードディスクドライブ（実際に必要な空き
容量は選択された機能とユーザーのシステム構成によって異なります）

• 9または25ピンのシリアル通信ポート（25 ピン通信ポートには市販の変換ア
ダプタが必要です）変換コネクタをご購入の際は、結線が適合しているものを
お求めください（48ページ参照）

• CD-ROM ドライブ
• VGAまたはそれと同等以上の解像度のグラフィックスカード （SVGA 256色
が推奨されています）

• キーボード
• マイクロソフトマウス、または互換性のあるマウス

Windows NT Workstation4.0またはWindows 95/98のオプション:
• サウンド用のオーディオ カード/スピーカー
• Microsoft Office 97または Microsoft Office 95
• 同期のためのシリアル、または組み込みの赤外線アダプタ（Windows95/98の
み）

• リモート同期のためのモデム
• リモート同期のためのイーサネットLAN 接続

モバイル チャンネル サポートに必要なシステム
• Microsoft Internet Explorer 4.0 （CD に含まれています）。このブラウザーは
40 MB から70MBのハード ディスク空き容量と最低 486/66のプロセッサ
を必要とします。WindowsNTシステムでは、サービス パック3またはそれよ
り新しいバージョンのサービスパックが必要です（CD に含まれています）。

NOTE
本機をご利用になるときは、Internet Explorer 4.0をご利用ください。
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注意
赤外線ポートやモデムの付いたノートパソコンなどでは、COMポー
トが通常のシリアルインターフェースとして使えるようになってい
ないものがあります。通常のシリアルインターフェースとして使用
できるようにCOMポートの設定を変更してください。またデスク
トップパソコンでも使用可能なCOMポートの番号を確認してから、
Windows CEサービスのインストールを始めてください。
くわしくはお使いのパソコンの取扱説明書をご参照ください。

ACアダプタを使うには（別売）
本機のメイン電源として、ACアダプタを利用することができます。
ACアダプタは、本体に直接接続するか、クレードル経由で接続すること
ができます。

本機に直接接続する場合

クレードル経由で接続する場合
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警告

ACアダプタは必ず専用品をご使用ください。指定以外の ACアダプ
タの使用は絶対におやめください。本体の故障、電池の破裂などのお

それがあり危険です。

注意
• ACアダプタを接続しても、メイン電池を装着していないと、本機
を動作させることができません。

• ACアダプタを長時間ご使用になると、アダプタ本体が若干熱を持
ちますが、故障ではありません。

• 本機を長時間ご使用にならないときは、ACアダプタをコンセント
から抜いてください。

• ACアダプタは屋内でのみご使用ください。

赤外線通信について
本機は赤外線ポートを備えているため、本機どうしや、他の赤外線通信が
可能な機器 との間で、赤外線通信によるデータの転送を行うことが可能で
す。
通信を行うときは、本機の赤外線ポートと、通信相手の機器の赤外線ポー
トがまっすぐに向き合うようにしてください。また、赤外線ポート間の距
離は、30cm以内にしてください。
赤外線通信については、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照して
ください。
本機と他の機器との間で赤外線通信を行う場合、相手側の機器がIrDA1.0
の通信規格に適合しており、かつ本機との通信をサポートしている必要が
あります。本機と赤外線通信が可能かどうかについては、相手側の機器の
メーカー等にお問い合わせください。

注意
• 通信中は本機および相手側の機器を動かさないでください。
• 太陽光など強い光やインバータータイプの蛍光灯の下ではご使用に
なれません。

• 通信する距離、送信／受信の角度、外光の影響、電池の消耗状況な
どにより、通信できないことがあります。

• 赤外線ポートにホコリやゴミが付くと、通信エラー等の原因となり
ます。赤外線ポートが汚れている場合は、乾燥した柔らかい布でふ
き取ってください。
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コンパクトフラッシュカードを使うには
本機はコンパクトフラッシュType I カードおよびType II カード（3.3V
仕様）に対応しています。
コンパクトフラッシュカードの装着（交換）は、次の手順で行ってください。

注意
• カードブタはモデムカードなどの使用のときのため、取り外せるよ
うになっています。

• ご使用のカードによって、カードフタは閉まりません。カードフタ
を外してご利用ください。このとき、カードフタは適切な場所に保
管し、なくさないようにご注意ください。

• コンパクトフラッシュカードを奥まで差し込めないときは、無理に
押し込まないでください。破損する場合があります。奥まで差し込
めないときは、一度引き抜いてカードの向きを確かめ、再度挿入し
てください。

• 本機上で入力中／編集中でまだ保存していないデータがある場合
は、以下の作業を行う前に、本体のRAMに保存しておくことをお
勧めします。

• コンパクトフラッシュカードを正しく認識できない場合がありま
す。（通常の操作でソフトが起動できなくなります）このような場
合は、コンパクトフラッシュカードを再度挿入し、リセットボタン
を押してください。

• 使用できるコンパクトフラッシュカードは、3.3V仕様です。5.0V
のみのものは使用できません。

• 電池が消耗した状態で、動作電流の大きなI/Oカードを使用したと
き、いったんOFFし、その後すぐに再起動する場合があります。

1. 電源がOFFになっているのを確認します。
電源が入っていたら、電源ボタンを押して、必ずOFFにしてください。

2. カードフタの下のへこみに指をかけ、カードフタを上方にスライドさ
せ、後ろへ回して開けます。

3. すでにカードが挿入されている場合は、カードを引き抜きます。

まっすぐ最後まで引き出して
から回してください。
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4. 使用したいカードをスロットに差し込みます。
• カードの表側が本機の表側に向くように差し込んでください。向きを
間違うと、スロットに奥まで差し込むことはできません。

カードは完全にスロットに入るまで差し込んでください。

5. カードフタを元に戻して閉めます。

カードフタを取り外すときは

カードフタを途中まで引き上げ、カードフタのフックをケースの切り欠き
に合わせてまっすぐ後ろに引き抜きます。

カードフタを取り付けるときは

取り外すときの逆の手順で取り付けます。

デジタル携帯電話接続用ケーブル, PHS接続用ケーブル（別売）について
デジタル携帯電話接続用ケーブルや, PHS接続用ケーブルを使って、本機
底面のシリアルコネクタとデジタル携帯電話, PHSを接続することにより、
本機をインターネットサービスプロバイダや会社のサーバーにダイヤル
アップ接続することができます。

デジタル携帯電話
接続用ケーブル ：JK-510CA　（本機に付属しています）

cdmaOneには対応しておりません。
PHS接続用ケーブル＊：JK-520CA　（NTT DoCoMo PHS、アステル対応）
PHS接続用ケーブル＊：JK-521CA　（DDIポケット対応）
＊PIAFS（32Kbps）のみ対応しております。PIAFSに対応したPHSでご
利用ください。

表面

裏面

無理な力を加えるとフタの

フックが折れる事があります
ので、十分注意してください。
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接続は以下のように行います。

取り外すときは、解除レバーを押し真っすぐに抜いてください。

注意
• ケーブルの接続を行う際は、必ずCASSIOPEIAの電源を切ってお
いてください。

• 会社などのホストコンピュータやインターネットへの接続を行うた
めの要件、本機上での各種設定操作などについては、「パームサイ
ズPCユーザーズガイド」を参照してください。

• 電波の状態の良好な場所でご使用ください。
サービスエリア内でも電波の状態が悪いと、正しく通信できないこ
とがあります。また、電波の状態が良好でも、ノイズなどの影響で
通信できないことやエラーになることがあります。そのときはもう
一度やり直してください。

• 通信中にケーブルを抜いたり、デジタル携帯電話 , PHSの電源を
切らないでください。

• デジタル携帯電話同士のパソコン通信の場合、接続できないことが
あります。

• 接続ケーブルの素早い抜き差しはしないでください。素早い抜き差
し（約１秒以内)を行うと通信できなくなることがあります。接続
ケーブルを再度接続するときは、3秒以上間をあけてください。

• 接続ケーブルは、通信が終了したら必ず抜いてください。
• デジタル携帯電話 ,PHSは必ず各社の認定品をご使用ください。
• お使いのデジタル携帯電話、PHSの取扱説明書もご参照ください。
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モデムカード（別売）について（ACアダプタでご使用ください）
コンパクトフラッシュタイプのモデムカード（JK-710MC56）を使用する
と、本機をアナログ電話回線経由で会社のコンピュータにダイヤルアップ
接続したり、インターネットに接続することができます。
モデムカードの使い方についてくわしくは、モデムカードに付属のマニュ
アルを参照してください。

注意
• モデムカードをご利用になる際は、別売の A C アダプタで
CASSIOPEIAをご使用ください。電池で使用した場合は、使用可
能な電池容量でも通信が不安定になったり、使用中のデータが消え
たり、電源が切れることがあります。

タッチスクリーン保護シートについて（別売）
タッチスクリーン保護シートは、以下の手順でセットしてください。

注意

タッチスクリーン保護シートをセットするときは、タッチスクリー
ンを強く押さないでください。タッチスクリーンが破損するおそれ
があります。

1. 本機のタッチスクリーン上のほこりなどを取り除いておきます。

2. 保護シートの裏側に貼ってあるフィルム（緑色）をはがします。

• はがしにくい場合はセロハンテープなどをお使いください（適当な長
さに切ったセロハンテープの片方の端を持ち、もう片方の端の粘着面
を緑色のフィルムに押しつけてくっつけた上で引っ張ると、簡単に
フィルムをはがすことができます）。

• フィルムをはがした面をさわらないようにご注意ください。
• フィルムの貼ってあった面が、タッチスクリーンに貼り付ける面にな
ります。

裏側�
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3. 保護シートの上下の両端を、タッチスクリーンと本体のすきまに差し込
みます。

• タッチスクリーンと保護シートの間にゴミ、ほこりなどが入らないよ
うにご注意ください。ゴミやほこりなどが入った状態で本機をご使用
になると、タッチスクリーンを傷つけることがあります。

市販ソフトの利用などについて
• 本機に対応した各種アプリケーションソフトが、M i c r o s o f t 社や
WindowsCEをサポートするサードパーティ各社から発売される予定で
す。市販ソフトに関する情報は、本機をお求めになった販売店や、
Microsoft社のホームページ（http://www.microsoft.com）などで入手
することができます。

注意
市販ソフトをお求めになる際は、本機に対応しているかどうかをよく
ご確認ください。
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■ メンテナンスについて

電池交換について
本機は動作用のメイン電池と、メモリ保護用のバックアップ電池の2種類
の電池を使用しています。
• それぞれの電池の消耗状態は、「パワーマネジメントのプロパティ」（く
わしくは「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照）で確認できま
す。ときどき電池の状態を確認することをお勧めします。

• 電池が一定以上消耗すると、画面一番下のタスクバーの電池のアイコン
でも確認できます。

注意
電池が一定以上消耗すると、電池交換を促すメッセージが画面に表
示されます。画面にこれらのメッセージが表示された場合は、すみ
やかに該当する電池を新品と交換してください。

メイン電池の消耗時：

メインバッテリ残量警告
バッテリを取り出す前に製造元のマニュアルを参照してください。
データが失われる可能性があります。
警告：バッテリを取り出す前にデバイスの電源をオフにしないと、
データが失われます。

バックアップ電池の消耗時：

バックアップバッテリ残量警告
バッテリを取り出す前に製造元のマニュアルを参照してください。
データが失われる可能性があります。
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• 電池が消耗したまま本機を放置したり、電池交換時の扱いを誤ったりす
ると、メモリ内のデータが消去されてしまうことがあります。メモリ内
のデータは、パソコンのハードディスクやコンパクトフラッシュカード
など、他の記憶装置にバックアップしておくことをお勧めします。バッ
クアップの方法については、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参
照してください。コンパクトフラッシュカードへのバックアップの方法
については「CASSIOPEIA アプリケーションガイド」のカードバック
アップツールの説明を参照してください。

• メイン電池とバックアップ電池を同時に取り外さないでください。同時
に取り外すと、メモリ内のデータが消えてしまいます。

• メイン電池とバックアップ電池の両方を交換する際は、必ずメイン電池
を先に交換してください。

• メイン電池には単４アルカリ電池２本、バックアップ電池にはリチウム
電池CR2032をお使いください。指定以外の電池は使わないでください。

• 電池がまだ使える状態でもサウンドの再生をしたり、バックライトを点
灯するなど、大きな電流を必要とする場合は、バックライトがOFFした
り、電源がOFFする場合があります。サウンドやバックライトの点灯な
どは、必要な場合のみのご使用をお勧めします。

なお、過電流により電源がOFFした場合は、再度電源をONにしたときに
次のメッセージが表示されます。

システムはメモリ保護のため警告なしに緊急オフしました。これは
ハードウェアが大きな電流を必要としたためです。
引き続きご使用になる場合は、サウンド再生やバックライト、カード
の使用をやめて大きな電流を消費する要因を取り除くか、ACアダプ
タの使用もしくは電池の交換をお勧めします。

注意 　電池の取り扱いについて
電池は使い方を誤ると、液漏れによる周囲の汚損や、破裂による火
災、けがの原因となることがあります。次のことは必ずお守りくださ
い。
• 極性（＋／－の向き）に注意して正しく入れてください。
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使わないでください。
• 種類の違う電池を混ぜて使わないでください。
• 本機で指定されている電池以外は絶対に使用しないでください。
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メイン電池の交換

1. 電源がOFFになっているのを確認します。
電源が入っていたら、電源ボタンを押して、必ずOFFにしてください。

2. 本機を裏返します。
3. 電池フタ開閉スイッチを「FREE」の位置にスライドさせ、電池フタを
取り外します。

4. 古いメイン電池を両方とも取り出し、新品の単4アルカリ電池2本を取
り付けます。
新しい電池を取り付ける際は、＋／－の向きを間違えないように注意し
てください。

5. 電池フタを元に戻します。
6. 電池フタ開閉スイッチを「LOCK」の位置に戻してください。

バックアップ電池の交換

注意
• メイン電池とバックアップ電池を同時に取り外さないでください。
同時に取り外すと、メモリ内のデータが消えてしまいます。

• メイン電池とバックアップ電池の両方を交換する際は、必ずメイン
電池を先に交換してください。

•「バックアップバッテリ残量警告」というメッセージが画面に表示
された場合は、すみやかにバックアップ電池を新品と交換してくだ
さい。
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1. 電源がOFFになっているのを確認します。
電源が入っていたら、電源ボタンを押して、必ずOFFにしてください。

2. 本機を裏返します。
3. 電池フタ開閉スイッチを「FREE」の位置にスライドさせながら、電池
フタを取り外します。

4. ドライバーでバックアップ電池フタのビスを外し、バックアップ電池フ
タを取り外します。

5. 古い電池を取り外します。
6. 新品のリチウム電池（CR2032）の表面を乾いた布でよく拭いてから、
元の位置に装着します。

装着する向きに気を付けてください。
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7. バックアップ電池フタを元の位置に取り付け、ビスを締めます。
8. 電池フタを元に戻します。
9. 電池フタ開閉スイッチを「LOCK」の位置に戻してください。

リセットについて
「リセット」は、パソコンでの「再起動」等に相当します。リセットを実行
すると、入力中や編集中などで、まだ保存していなかったデータは消去さ
れますが、メモリ上にすでに保存されているデータや、各種設定などは基
本的にそのまま残ります。
誤操作や何らかの異常により、本機が正常に動作しなくなった場合は、リ
セット操作を行う必要があります。リセットの操作は、例えば次のような
現象が起きた場合に必要です。
• 画面をタップしたり、ボタンを押してもまったく反応しない
• 砂時計のアイコンが回転したまま、いつまでたっても消えない

リセットを実行するには

1. 本機背面のリセットボタンをスタイラスで押します。

• 押すと同時にリセット処理が開始され、メモリに異常がない場合は、画
面は以下のように推移します。
(1) 起動画面
(2) デスクトップ画面

2. デスクトップ画面が表示された場合は、通常の状態に戻っています。メ
モリ上にすでに保存されているデータや、各種設定などに変化はありま
せんので、そのまま使い続けて構いません。

注意
もし上記の操作で本機が正常な状態に戻らない場合は、フルリセット
（メモリの初期化）を行ってください（38ページ参照）。

RESET
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メモリに異常がある場合について

リセットボタンをスタイラスで押したときに、起動画面表示に移行せず、
以下のメッセージが表示される場合があります。

メモリ内容の一部が不正な状態にあります。［アクション］を押すと
リセット処理を続行します。
．．．．．

この画面が表示された場合は、メモリの修復はできません。アクションコ
ントロールを押してください。フルリセット（メモリの初期化）が実行さ
れ、メモリに記憶されているすべてのデータが完全に消去されます。
• アクションコントロールを押すと、起動画面が表示されます。
※もしアクションコントロールを押しても起動画面にならずに通常の画
面に戻ってしまった場合は、次の「メモリ異常のメッセージが出たが
通常の表示に戻った場合」を参照してください。

• この後の画面の推移は、「本機のセットアップ」（12ページ）の手順4と
同様です。「本機のセットアップ」の手順4～手順5を実行してください。

メモリ異常のメッセージが出たが通常の表示に戻った場合

「メモリ内容の一部が不正な状態にあります...」メッセージが表示されてア
クションコントロールを押したときに、フルリセットが行われずに通常の
状態に戻ることがあります。この場合でも、メモリは不安定な状態にある
ため、必ずフルリセットの操作を実行する必要があります。
ただしこの場合は、メモリ上にすでに保存されていたデータが残っており、
パソコンにデータを転送することが可能な場合があります。データが残っ
ているかどうかを確認し、もし残っている場合は、必要なデータをパソコ
ンなどに転送した上で、フルリセットの操作を実行してください。

注意
システムに不安定な状態が再現することを防ぐため、転送には
Windows CEサービスのバックアップ機能は使わないでください。
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フルリセット（メモリの初期化）について
フルリセット（メモリの初期化）を実行すると、メモリ上に保存されてい
たすべてのデータが消去され、各種の設定はすべて初期状態に戻ります。
フルリセットは、次のような場合に実行します。
• メモリの内容を完全に消去して、本機を初期状態に戻したい場合
• パスワードを忘れてしまい、本機を使うことができなくなった場合
• メモリ異常のため、本機が正常に動作しなくなった場合
•「メモリ内容の一部が不正な状態にあります…」というメッセージが表示
された場合

フルリセットを実行するには

注意
• フルリセットを行う場合は、コンパクトフラッシュカードを抜いて
から行ってください。

• 以下の操作を行うと、メモリに記憶されているすべてのデータが完
全に消去されます。可能な場合は、本機のデータをパソコンもしく
はコンパクトフラッシュカードへのバックアップを行っておいてく
ださい。

1. 本機の電源が入った状態で、電源ボタンを押しながら本機背面のリセットボ
タンをスタイラスで約2秒間押すと、以下のメッセージが表示されます。

メモリの初期化を行います。
［アクション］を押すと実行します。
（解除する場合は、［取り消し］
を押してください。）

2. アクションコントロールを押すと、以下のメッセージが表示されます。

メモリに保存されているすべて
のデータは消去されます。
［アクション］を押すと実行します。
（解除する場合は［取り消し］
を押してください。）
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3. 再度アクションコントロールを押します。
• フルリセットが実行され、すべてのメモリ上のデータが消去されます。
• アクションコントロールを押すと、起動画面が表示されます。この後の画面
の推移は、「本機のセットアップ」（12ページ）の手順4と同様です。「本機の
セットアップ」の手順4～手順5を実行してください。

手順1、2でメッセージが表示されているときに取り消しボタンを押すと、
フルリセットの処理を中断します。

フルリセットを行ってもエラーが再発する場合は、次の事柄が考えられま

す。

（1）本機の不具合
（2）お買い上げ直後のリセットが正しく行われなかったため、システム

が不安定になっている

これらのうち、リセットが正しく行われなかったことが要因でエラーが発
生しているときには、43ページの操作を行ってください。正常な状態に復
帰できます。
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電源ボタンを押しても何も表示されない

考えられる原因

コントラストの設定が薄すぎる

メイン電池が消耗している
電池フタ開閉スイッチがLOCK
になっていない

対処

コントラストを調節する

新しい電池に交換する
LOCKの位置にする

参照ページ

19ページ

34ページ

34ページ

ACアダプタで動作させることができない
考えられる原因

メイン電池が消耗している
クレードル経由でACアダプタを
接続している場合で、本機がク
レードルに正しく取り付けられ
ていない

対処

新しい電池に交換する
本機をクレードルに正しく取
り付ける

参照ページ

34ページ
20ページ

メイン電池の交換後、動作しない、または異常に動作するようになった

考えられる原因

電池が正しく取り付けられてい
ない

電池の取り付けが正しい手順で
行われなかった

コントラストが暗く設定されて
いる

対処

メイン電池を2本とも取り外し、
再度取り付け直す
●＋／－の向きに注意して正し
く入れてください
●新しい電池と古い電池を混ぜ
て使用しないでください

フルリセットを行う（ただし
データは消去されます）
フルリセットを行っても正常に
ならない場合は、メイン電池を
取り外し、お買いあげの販売店
またはカシオテクノ・サービス
ステーションにお問い合わせく
ださい

コントラストを調節する

参照ページ

34ページ

38ページ

19ページ

故障かな？と思ったら
故障と思われるような現象が起きた場合は、弊社サービスステーションな
どにお問い合わせになる前に、まず下記を参考にして対処してみてくださ
い。また、下記の内容とあわせて、「パームサイズPCユーザーズガイド」
もご参照ください。
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バックアップ電池を交換したのに「バックアップバッテリが残りわずかです...」と
いうメッセージが表示された

考えられる原因

バックアップ電池の極性（＋と
－の向き）が正しく取り付けら
れていない

バックアップ電池をメイン電池
よりも先に入れて放置した

電源がO N のままバックアップ
電池を交換し、そのまま使い続
けた

対処

バックアップ電池を取り外した
後、再度正しく取り付ける

メイン電池が正しく取り付けら
れていることを確認した後、新
しいバックアップ電池に交換す
る

一度電源をOFFにし、再度ON
にする

参照ページ

34ページ

34ページ

─

表示画面が真っ黒またはハーフトーンになっている

考えられる原因

コントラストの設定が濃すぎる

対処

コントラストを調節する

参照ページ

19ページ

タッチスクリーンにタッチしても何も反応しない

考えられる原因

タッチスクリーンの設定がずれ
ている

静電気の影響などでタッチスク
リーンの誤動作が起きている

タッチスクリーンが損傷してい
る

対処

電源ボタンを押しながらアク
ションコントロールを押し、
タッチスクリーンの補正を行
う

リセットを行う

お買上げの販売店にお持ち込
みいただくか、最寄りのカシ
オテクノ・サービスステー
ションに修理依頼してくださ
い

参照ページ

19ページ

36ページ
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「メモリ内容の一部が不正な状態にあります...」というメッセージが画面に現れた
考えられる原因

何らかの異常が発生した

対処

画面の指示に従って操作してく
ださい

参照ページ

37ページ

電源ボタンを押しても何も動かない

考えられる原因

何らかの異常が発生した

対処

リセットを行う
リセットしても状態が変化しな
いときにフルリセットを行って
ください（ただしデータは消去
されます）

参照ページ

36ページ

38ページ

画面がロックして動かない

考えられる原因

何らかの異常が発生した

対処

リセットを行う
リセットしても状態が変化しな
いときにフルリセットを行って
ください（ただしデータは消去
されます）

参照ページ

36ページ

38ページ
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※フルリセットを行っても、まだ画面がロックして動かないときは、次の操作を行っ

てください。

注意
• 次の操作を行うと、メモリに記憶されているすべてのデータが消去
されます。

• パソコンやコンパクトフラッシュカードにデータのバックアップを
作成したときでも、次の操作を行った後は、そのバックアップデー
タを本機に戻さないようにしてください。
本機のシステムが不安定な状態のときに作成したバックアップデー
タは、内部に不安定な要素を持っており、パソコンやコンパクトフ
ラッシュカードから本機に戻すと、システムに不安定な状態が再現
してしまうためです。

• システムに不安定な状態が再現することを防ぐためには、パソコン
にデータのバックアップを作成するときに、以下の方法を採用して
ください。
予定表や連絡先データなどは同期*により、パソコンにデータを転
送してください。その他の各ファイルは、ひとつひとつのファイル
をドラッグ＆ドロップでパソコンに転送してください。

*同期については、「パームサイズPCユーザーズガイド」を参照し
てください。

1. メイン電池とバックアップ電池の両方を取り外します。
2. 約5分間、そのまま放置します。
3. メイン電池を取り付けます。

• 必ずメイン電池のみを先に取り付けてください。バックアップ電池を
先に取り付けると、本機は正常に起動しません。もし正常に起動しな
い場合は、操作1からやり直してください。

4. バックアップ電池を取り付けます。
5. 電池フタ開閉スイッチが、「LOCK」の位置に合っていることを確認して
ください。
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6. 約5秒間待って、電源ボタンを押します。
• 画面が以下のように推移します。
(1) 起動画面
(2) タッチスクリーンの補正画面

7. 画面に表示されるガイドに従って、本機の初期設定を順次行ってくださ
い。

8. 設定が完了したら、電源ボタンを押して電源をOFFにします。

• パソコンやコンパクトフラッシュカードにバックアップデータがある
場合は、上記の作業の終了後に本機が正常に動作するのを確認した上
で、バックアップデータを本機にリストアしてください。バックアッ
プデータのリストアの方法については、「パームサイズPCユーザーズ
ガイド」を参照してください。コンパクトフラッシュカードからのリ
ストアの方法については「CASSIOPEIAアプリケーションガイド」の
カードバックアップツールの説明を参照してください。

• 以上の操作を行ったにもかかわらず正常に動作しない場合は、お買上
げの販売店または最寄りのカシオテクノ・サービスステーション（巻
末参照）にお問い合わせください。
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■ 補足

ボタン操作一覧

各キーの操作およびキーの組み合わせ操作によって実行できる機能を以下
に示します。

電源 OFFの状態で操作可能なキー
電源ボタン ････････････････ 電源をONにします。
ボイス レコーダーボタン ･･･ 電源をONにし、ボイスレコーダーが起動

します。ボタンを押し続けている間、録音
が実行され、ボタンを離すと録音が終了し
ます。

モバイルスケジュールボタン ･ 電源をONにし、モバイルスケジュールを
表示します。

受信トレイボタン ･･････････ 電源をONにし、受信トレイを表示します。
ランチャーボタン ･･････････ 電源をONにし、Menu（ランチャー）を表

示します。

電源 ONの状態で操作可能なキー
電源ボタン ････････････････ 電源をOFFにします。
取り消しボタン＋アクションコントロールを押す
　 ................スタートメニューを表示
取り消しボタン＋カーソルボタンを上へ押す
　 ................コントラスト調節（濃くする）
取り消しボタン＋カーソルボタンを下へ押す
　 ................コントラスト調節（淡くする）
電源ボタン ＋アクションコントロールを押す
　 ................タッチスクリーンの補正
電源ボタンを約1秒間押し続ける
　 ................バックライト点灯

※ スタートメニューについては、「パームサイズPCユーザーズガイド」を
参照してください。
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ボタン操作補足
アクションコントロールとカーソルボタンを組み合わせると以下に示す
キーのはたらきをします。
アクションコントロール＋カーソルボタンの上を押す… Altキー
アクションコントロール＋カーソルボタンの下を押す…スペースキー
アクションコントロール＋カーソルボタンの右を押す… Tabキー
アクションコントロール＋カーソルボタンの左を押す… Back Tab(Shift

＋Tab)キー
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仕様
型　　式：E-65
表　　示：240 × 320ドット

FSTN液晶、4階調白黒、バックライト付
CPU ：VR4111
メモリ ：16MB
外部インターフェース :

シリアルポート : RS-232C、最大115.2kbps
赤外線ポート : IrDA Ver.1.0準拠、最大115.2kbps、通信距離30cm以下

カードスロット :
コンパクトフラッシュカード Type I／Type II（3.3V仕様）

イヤホンジャック :
φ3.5mm
モノラルタイプイヤホン、ステレオタイプイヤホン／ヘッドホンが使用可

電源 ：メイン電源 ： 単4型アルカリ乾電池×2
別売品のACアダプタ（AD-C50200）

バックアップ電池 ：CR2032リチウム電池×1
消費電力：2.0Ｗ
電池寿命：メイン電池：

約25時間 連続入力とデータ表示を1：10の割合で繰り返したとき
約10時間 デジタル携帯電話接続ケーブルを使用して、デジタル携帯電話

でのデータ通信を連続して行なったとき
約10時間 別売品のPHS接続ケーブルを使用して、PHSでのデータ通信

を連続して行なったとき
約40時間 連続表示状態のとき
※メイン電池の寿命はバックライトなどの使用により短くなります。
※電源OFF時にもメモリ保持などのために微量の電流が必要となりメイン
電池は消耗してます。

バックアップ電池：
約5年 （メイン電池の交換を促す警告メッセージが表示されるたびに、

すぐにメイン電池を交換した場合）
約2週間 上記警告メッセージが表示された後、そのまま放置した場合

使用温度：0℃～40℃
大 き さ：幅83×奥行128×高さ15.5 mm
重　　さ：185 g
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技術情報

本機標準のインターフェースについて

本機に標準に備え付けられているインターフェースは以下のようになっていま
す。
これらと互換性のない機器は基本的に動作しません*。

• シリアルポート：FIFO バッファを使用した16550 互換 のUARTが必
要です。（RS-232C、モデムなどが対象になります）　

*動作させるには専用の開発ツールを使い、別途ドライバの開発を行う必
要がある場合があります。

• 互換性のある機器でも、詳細部分で互換性を満たしていない場合があり
ます。

• Microsoft 社のReadmeファイルもあわせてご参照ください。

9pinシリアルインターフェース 25pin-9pin　コネクタ結線図

5

9 6

1

Pin 信号名 内容
1 DTR データ端末レディ
2 SD 送信データ
3 RD 受信データ
4 DCD キャリア検出
5 GND 信号グランド
6 DTR データ端末レディ
7 CTS 送信可
8 RTS 送信要求
9 NC 未使用

25pinコネクタ 9pinコネクタ

1 （DTR）

2 （TXD）

3 （RXD）

4 （DCD）

5 （GND）

6 （DTR）

7 （CTS）

8 （RTS）
コネクタ
アース*

8

3

2

20

7

6

4

5

1

コネクタアース

＊9pinコネクタ側の9番pinは使われていませ
ん。RS-232Cケーブル 9pin コネクタ
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本製品の譲渡に関するご注意
本製品を第三者に譲渡（売却）されるときは、1）の条件にしたがってく
ださい。
譲渡を受けられたときは、2）の手続きにしたがい、クラブカシオペアで
会員登録を行ってください。

1）製品を譲渡されるお客様へ
本製品を第三者へ譲渡されるときは、製品本体とともに本製品に付属する
すべてのもの（取扱説明書、エンドユーザー・使用許諾契約書、バックアッ
プ用のコピーなどを含みます）を譲渡し、ソフトウェアの複製物など一切
をお手元に残さないでください。
クラブカシオペアで会員登録をされている場合は、会員登録抹消手続きを
事前に行ってください。
抹消されていない場合、譲渡されたお客様の登録に、ご迷惑がかかる場合
があります。

2）製品の譲渡を受けられるお客様へ
ソフトウェアに関わるエンドユーザー・使用許諾契約に同意された方のみ
が、本製品の譲渡を受けられます。本製品の譲渡を受けますと、この契約
に同意したものとみなされますのでご注意ください。

クラブカシオペアに会員登録されたお客様より譲渡を受ける場合、登録の
抹消が完了していることを確認願います。抹消が確認できない場合、クラ
ブカシオペアからのサービスは受けられません。
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ご注意

• このソフトウェアの著作権は、米国Microsoft Corporationにあり
ます。

• このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で
使用、複製することはできません。

• ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則
となっております。

• このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約
書のもとでのみ使用することができます。

• このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響につ
いては、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。

• このソフトウェアの仕様、およびマニュアルに記載されている
事柄は、将来予告なしに変更することがあります。

• このマニュアルの著作権はカシオ計算機株式会社に帰属します。
• 取扱説明書に使用されている画面は、取扱説明書用に特別に作
成されたもので、一部、実際の製品と異なることがあります。

• 市場ニーズの変化に応じて仕様・周辺機器等は随時変更される
ものであり、本書の内容と合致しない部分が発生することがあ

ります。

© 1999 カシオ計算機株式会社

Microsoft、 MS、 ActiveSync、 Active Desktop、Outlook、 Windows、 Windows NT、

およびWindowsロゴは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国

における登録商標または商標です。Microsoft 社の製品は、OEM各社に、

Microsoft Corporationの 100%出資子会社であるMicrosoft Licensing, Inc. によ

りライセンス供与されています。
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ようこそ

Microsoft® Windows® CEを搭載したこのパームサイズPCは、Microsoft Windows

ベースのパソコンと連係して使うためのモバイルデバイス ファミリーのメン

バーです。パームサイズPCに内蔵されているソフトウェアを使うことで、パ

ソコン上で管理している商用／私用の各種スケジュール情報や住所録などをい

つでもアップデートされた状態で持ち歩いたり、電子メールの送受信を行った

りすることができます。例えば次のようなケースをイメージしてください。

• 仕事の出張先で、重要な顧客との商談に関するフィードバック
をもらった。社内の検討会儀の召集が必要だ。パームサイズPC

を取り出して、「予定表」に会議スケジュールを入力、召集メン

バーを「連絡先」からピックアップして電子メールアドレスを

確認、即座にメールを送る。

• 会議の場で「手書きメモ」を使って図表入りのメモを取ってお
いた。会議の出席者と、出席できなかった関係者には、その場

で取ったメモを添付ファイルとしてメールしておく。自分用に

は、データをPCに転送した後で資料にまとめておこう。

• 帰宅途中の車の中で、明日の朝一番で電話しておきたい件を２、
３思い出した。信号待ちの間におもむろにパームサイズPCを

取り出して「ボイスレコーダー」にさっと録音しておく。

• 友人と会って、夕食の後で映画を見にいく予定。パソコンのイ
ンターネットエクスプローラで講読している映画情報のチャン

ネルをパームサイズPCにダウンロードしておいて、夕食の間

にどの映画を見にいくか決めるとしよう。

こうしたことは、いずれもパームサイズPCが標準で内蔵しているソフトを

使ってできることです。他にもさまざまな使い方・機能が用意されており、ソ

フトを追加すれば機能の拡張も可能です。自分のライフスタイルにあわせて、

是非パームサイズPCを使いこなしてください。

ご注意

パームサイズPCをパソコンと接続して利用するためには、オプ

ションのクレードルが必要です。詳しくはハードウェアマニュア

ルを参照してください。
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パームサイズPC上のプ

ログラムの操作

パソコンとの間での

データの同期やファイ

ルの交換（出先からの

PC接続の情報を含む）

ツールバーボタンおよ

びダイアログボックス

上の各部について

• 本書
• パームサイズPCヘルプ（オンラインヘルプ）
パームサイズPC上で［スタート］ボタンを

タップし、［ヘルプ］をタップします。

• 本書　
•   パームサイズPCヘルプ（オンラインヘルプ）
• Windows CEサービスのヘルプ
パソコンの［モバイルデバイス］ウィンドウで、

［ヘルプ］メニューの［Windows CEサービスの

ヘルプトピック］をクリックします。

パームサイズPCの本体画面上で、ツールバー

ボタンやダイアログボックス上の各部をタッ

プし、スタイラスをそのまま画面に押しつけ

たままにすると、その部分の名前または短い

説明が表示されます。スタイラスを画面から

離す前に画面上の何もない位置にスタイラス

を移動すれば、ボタン等を押さずに済みます。

このマニュアルについて
このマニュアルでは、次のことを説明します。

• パームサイズPCの基本操作
• パームサイズPCに内蔵されているMicrosoft 社の標準ソフト
ウェアの解説

• WindowsベースのPCとパームサイズPCの連係（接続）の方法

CASSIOPEIAのハードウェアについての使用上の注意や各種説明（各部の名

称や電池交換方法など）については、別冊の「ハードウェア取扱説明書」を

参照してください。また、以下の「情報の入手先」も必要に応じて参照して

ください。

情報の入手先
知りたい情報 参照先
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接続に関するトラブル

シューティング情報

パームサイズ P C 等、

Windows CEデバイスに

関する最新情報

Windows CEのリリース

情報

パームサイズPCのハー

ドウェアに関する情報

ユーザーサポート窓口

カシオペアに関する各

種情報（ソフトウェア

のアップデート、動作

確認情報など）

Windows CEサービスのヘルプ

パソコンの［モバイルデバイス］ウィンドウで、［ヘ

ルプ］メニューの［通信に関するトラブルシュー

ティング］をクリックします。

Windows CEのホームページ

次のアドレスにアクセスしてください。

http://www.microsoft.com/japan/products/windowsce

パソコン上のリリースノート

パソコン上で［スタート］をクリックし、［プロ

グラム］－［Microsoft Windows CEサービス］－

［リリースノート］の順にクリックしてください。

ハードウェア取扱説明書

カシオサポートセンター

TEL.　03-5294-7122　

9:00～ 12:00、13：00～ 17：00

（土・日・祝日を除く）

カシオペアのホームページ

次のアドレスにアクセスしてください。

http://www.casio.co.jp/ppc/

FAX情報サービス

FAXから次の番号に電話して音声ガイダンスに

従ってください。

FAX：03-5334-4630

知りたい情報 参照先

NOTE

パソコン上でWindows CEサービスのヘルプを参照するためには、

あらかじめWindows CEサービスをインストールする必要があり

ます。Windows CEサービスのインストールについては、本書の

第６章をご参照ください。
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第 １ 部　パームサイズPCを使う

第１部では、パームサイズPCの最も基本的な使い方や、あらかじめ内蔵され

ている各種の標準ソフト の機能、使い方などについて説明します。

第１章　「パームサイズPCの基本操作」

パームサイズPCの概要と、はじめに覚えておくことが必要な最も基本的

な操作方法について説明します。 また、パームサイズPCのカスタマイズ

方法についてもここで説明します。

第２章　「クイックスタート」

パームサイズPCに入力することができるさまざまな種類の情報を、実際

に入力してみます。パームサイズPC ではこんなことができる、というこ

とが、大まかに理解できるようになっています。

第３章　「ボイスレコーダーと手書きメモ」

内蔵の標準ソフトのうち、ボイスレコーダーと手書きメモについて解説し

ます。

第４章　「ポケットアウトルック」

ポケットアウトルックは、パームサイズPCに内蔵されている予定表、連

絡先、仕事、受信トレイの４つのプログラムの総称です。パソコンの

Microsoft Outlook（またはMicrosoft Schedule+）との間で同期が可能なこ

れらのソフトの使い方について説明します。
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第 1 章　パームサイズPCの基本操作

パームサイズPCを使えば、ちょっとしたメッセージをさっと録音したり、メ

モを取ったり、様々な個人情報を参照したりすることが、どこでも簡単にで

きます。

ここで説明する操作を実際に行う前に、ハードウェア取扱説明書をお読みに

なり、あらかじめ以下の準備をしておくことが必要です。

• 電池を入れる
• 電源をオンにする
• 画面のコントラストを調節する

パームサイズPCの電源を最初にオンにした際には、セットアップ画面が表示

されます。画面の指示に従って最初のセットアップ作業を終えると、パーム

サイズPCを使うことができるようになります。

パームサイズPC上のボタンについて
パームサイズPC上で各種の操作を行うためのボタンは、次のイラストのよう

になっています。

プログラム�
ボタン�

取り消し�
ボタン�

アクション�
コントロール�
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プログラムボタン

内蔵のプログラムをボタン一つで起動します。初期設定では、モバイルスケ

ジュール、受信トレイ、Menu（ランチャー）の各ソフトが割り当てられていま

す。各ボタンへのプログラムの割り当ては、自由に変更することができます。

電源オフの状態でプログラムボタンを押すと、電源オンしてプログラムボタ

ンに割り当てられたソフトが起動されます。

NOTE

プログラムボタンを使って電源オフの状態からソフトを起動する

場合は、電源オン時にオーナー情報の表示をしないようにしてお

使いください。また、プログラムボタンにはコンパクトフラッ

シュカード上のプログラムは割り当てないでください。

取り消しボタン　（○）

パソコンのESCキーと同等の働きをします。操作の中止や解除、ひとつ前の

画面やメニューに戻る操作などを行うのに利用します。

アクションコントロール

アクションコントロールは、ダイヤルの形をしたボタンです。押す操作と、上

下に倒す操作を行うことができます。

「押す」操作 ..................... おもに、PCのENTERキーと同様の働きをします。

例えばメニューの中の選択項目を確定する場合な

どには「押す」操作を行います。

オンラインヘルプ上では＜●＞で表示されます。

「上下に倒す」操作........... おもに、PCの上下カーソルキーと同等の働きを

します。例えば画面を下にスクロールさせる場合

などには「下に倒す」操作を行います。

オンラインヘルプ上では＜↑／↓＞で表示されま

す。

カーソルボタン

パソコンの上下・左右カーソルキーと同様の働きをするボタンです。例えば

手書きメモでカーソルの位置を移動する際などに使います。
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NOTE

各キーは、特定のプログラムの中で、さまざまな使い方ができる

場合があります。例えば、手書きメモでは、取り消しボタンを押

したままスタイラスをドラッグすることで、スペースを入力する

ことができます。こうした各プログラムごとに固有のボタン操作

については、パームサイズPCのオンラインヘルプに掲載されて

います。オンラインヘルプは、［スタート］ボタンをタップして

［ヘルプ］をタップすることで表示させることができます。

タッチスクリーンの基本操作
タッチスクリーン上では、表示されているボタンやメニューなどをスタイラ

スで「つつく」ことで操作します。PC上のマウス操作の「クリック」、「ダブ

ルクリック」、「ドラッグ」に相当する操作を、パームサイズPC上ではすべて

スタイラスを使って行うことができます。

タップ タッチスクリーンを軽く１回つ
つく操作です。［スタート］メ
ニューなどのメニューを表示さ
せたり、画面上のボタンを押す
ときには、タッチスクリーンを
「タップ」します。

ダブルタップ タッチスクリーンを、２回続け
て軽くつつく操作です。マウス
のダブルクリックの操作に相当
します。

ドラッグ タッチスクリーン上をスタイラ
スを使って「引きずる」操作で
す。画面上のツマミやアイコン
などを移動する際に、この操作
を行います。マウスのドラッグ
操作と同様です。
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パームサイズPCのプログラムについて
パームサイズPCには、さまざまなプログラムがあらかじめ内蔵されていま

す。内蔵プログラムの中には、Microsoft社の標準のもの（予定表、連絡先な

ど）や、カシオ製のものを含む数多くのプログラムがあります。これらのプ

ログラムを使うには、［スタート］メニューから選ぶか、プログラムボタンを

押します。

パームサイズPCでは、一度起動したプログラムを終了する必要はありませ

ん。使いたいプログラムの間で切り替えるだけで良いのです。

スタートメニュー画面�

ご注意

パームサイズPCではシステム全体の操作性を確保するため、多

くのプログラムの同時起動を許していません。プログラムの数や、

メモリの制限によって、プログラムを自動的に終了させる場合が

あります。必要なデータは、常にファイルとして保存しながらお

使いください。
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Microsoft社標準プログラム一覧

　アイコン プログラム

受信トレイ

電子メールの送受信を行います。

連絡先

取引先の名刺管理、友人の住所録管理を行うことができま

す。電子メールのアドレスブックとしても利用できます。

予定表

定期／不定期のさまざまなスケジュール管理を行うことが

できます。

仕事

しなければならない要件に優先順位を付けて管理すること

ができます。

チャンネル

パソコン上の Internet Explorer 4.0で講読したモバイルチャ

ンネル・コンテンツを、パームサイズPCにダウンロード

して閲覧することができます。

手書きメモ

手書き、または画面上のキーパッドを使って、メモを入力

することができます。

Microsoftボイスレコーダー

メッセージなどの録音／再生ができます。

電卓

四則演算、平方根、パーセント計算が可能な９桁電卓です。

ソリティア

おなじみのカードゲームです。

ActiveSync

パームサイズPC側からパソコンとの同期を開始します。
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　アイコン プログラム

PCリンク

パームサイズPC側からパソコンとの接続を開始します。

リモートネットワーク

ケーブル接続またはダイヤルアップ接続による、パソコン

などのコンピュータやインターネットへの接続を行います。

NOTE

カシオ製のプログラムなど、Microsoft社標準プログラム以外のプ

ログラムについては、別冊の「CASSIOPEIAアプリケーションガ

イド」を参照してください。

CASSIOPEIA本体前面には、３つのプログ

ラムボタンが配置されています。これら

は、初期設定ではそれぞれモバイルスケ

ジュール、受信トレイ、Menuに割り当て

られています。割り当ての変更は、［スター

ト］－［設定］－［ボタン］の順でタップ

すると表示される「ボタンのプロパティ」

で行います。

ご注意

プログラムボタンに割り当てるソフトは、コンパクトフラッシュ

カードにインストールせず、本体メモリにインストールしてお使

いください。

NOTE

パームサイズPCにあらかじめ内蔵されている各種のソフトは、

ROM（Read Only Memory）に記録されており、削除することはで

きません。

Menu

受信トレイ�
モバイル�
スケジュール�
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アクティブデスクトップ
アクティブデスクトップは、パームサイズPCに現在登録されている各種の重

要な情報（今日のスケジュールや、仕掛かり中の仕事など）を一覧で表示す

る、パームサイズPCの表紙のような画面です。

アクティブ・デスクトップの画面�

オーナー情報�

予定表情報�

仕事情報�

デスクトップボタン�

この画面は、タスクバーの右端のデスクトップボタンをタップすることで、

いつでも表示することができます

アクティブデスクトップへの表示項目は、［スタート］－［設定］－［画面］

の順でタップして表示される画面上で設定することができます。

設定画面�
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スタートメニューとタスクバー
パームサイズPCの画面の一番下には、「タスクバー」が表示されています。

②�

①�

③� ④� ⑤� ⑥�

①タスクバー ...............................画面の一番下の部分全体を「タスクバー」と

呼びます。

②［スタート］ボタン ...............タップすると「スタートメニュー」が表示さ

れます。

③入力パネル表示ボタン ..........入力パネル（詳しくは17ページ参照）の表示

／非表示を切り替えます。

④入力パネル切り替えボタン .. 4種類の入力パネルのどれを利用するかを選

択できます（詳しくは17ページ参照）。

⑤タスクトレイ ...........................パームサイズPCの状態情報などが表示され

ます。ここに表示されているアイコンをダブ

ルタップすると、より詳しい情報が表示され

ます。

⑥デスクトップボタン ...............現在表示されているプログラムとアクティブ

デスクトップの表示を切り替えることができ

ます。

NOTE

バッテリの残量が「残りわずか＊」になると、タスクトレイの部

分にバッテリアイコン（ ／ ）が表示されます。タスクトレ

イ上のアイコン表示については、巻末の「タスクトレイアイコン

一覧」を参照してください。
＊バッテリの残量は、パワーマネージメントのプロパティ（［スタート］－［設定］－
［パワーマネージメント］で表示）上で確認できます。
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［スタート］ボタンを押して表示されるスタートメニューは、以下のような構

成になっています。

⑤�

①�

②�
③�
④�

①パームサイズPC標準ソフト.プログラム名をタップするだけで、そのプロ

グラムを起動することができます。

②［プログラム］メニュー .......通信ソフトや、カシオ製のソフトなどは、こ

こをタップすると表示されるサブメニューか

ら選びます。

③［設定］メニュー ...................ここをタップすると、パームサイズPCをカ

スタマイズするための各種設定を選択するサ

ブメニューが表示されます（各種設定につい

ての詳細は、23ページの「パームサイズPC

のカスタマイズ」を参照してください。）

④検索 ...........................................パームサイズ PC に登録されている各種の

データの検索を行う際にタップします（詳し

くは19ページを参照）。

⑤ヘルプ .......................................パームサイズPCのオンラインヘルプを表示

します。

14　パームサイズPCユーザーズガイド

コマンドバー
コマンドバーは、パームサイズPCのプログラムを起動すると画面の一番上の

部分に表示されます。ここでは例として予定表のコマンドバーで説明します。

［スタート］ボタンをタップして、スタートメニューの［予定表］をタップし

てください。

コマンドバー�

コマンドバーに表示される要素としては、「ツールバー」と「メニューバー」

の２つがあります。初期状態では「ツールバー」だけが表示されていますが、

表示を「メニューバー」に切り替えたり、「ツールバー」と「メニューバー」

の両方を２行に表示することができます。
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ツールバーとメニューバー表示を切り替えるには、�
この部分をタップします。�

この部分をドラッグすることで、ツールバーとメニューバーの�
一部を表示することもできます。�

ツールバーを下にドラッグすると、メニューバーとツールバーを同時に表示

させることもできます。元の１段の表示に戻すには、ツールバーを上にド

ラッグしてください。

NOTE

ツールバー上の各ボタンは、いずれもメニューから実行できるコ

マンドのうち、比較的よく利用されるものをボタンにして配置し

てあるものです。プログラムごとのボタン、メニューの操作につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。
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パームサイズPCに文字を入力する
ここでは、パームサイズPC上で文字を入力する方法について説明します。

入力機能について

パームサイズ PC では、入力パネルと日本語入力システムを使って文字を入

力します。入力パネルは、文字を入力するためにキーボードの代わりに使い

ます。入力パネルから入力した文字はアプリケーションの挿入ポイントの位

置に表示されます。入力パネルから入力したひらがなを漢字やカタカナに変

換するには、MS-IME98 for Windows CE （以下 MS-IME98）という日本語入

力システムを使います。

入力パネル

パームサイズ PC で文字を入力するには、入力パネルを使います。入力する

文字や好みに応じて次の 4 種類の入力パネルを適切に使い分けてください。

入力パネルの種類 機能

ひらがな /カタカナ ひらがなまたはカタカナを入力するため

のキーが五十音順に表示されます。ま

た、句読点、濁点、半濁点、および促音

（小字キー） のためのキーがあります。

英数字 /ローマ字 全角と半角のアルファベット、数字、お

よび記号 （` - ^ @ : ; / ¥ [ ]など） を入力し

ます。ローマ字変換で日本語を入力する

こともできます。

ご注意：£は全角で入力してください。

手書き検索 スタイラスを使用して文字を検索するこ

とができます。

手書き入力 スタイラスを使用して文字を手書き入力

します。
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入力パネルは、次の要領で切り替えることができます。

①�②�

① 入力パネル表示ボタン

入力パネルの表示／非表示を切り替えます。通常は、使用中のプログラム

で文字入力を行う画面を表示すると、入力パネルが自動的に表示状態にな

ります。

② 入力パネル切り替えボタン

文字入力に利用する入力パネルを、「ひらがな／カタカナ」、「英数字／

ローマ字」、「手書き検索」、「手書き入力」の４種類から選択できます。

ひらがな／カタカナ�

　

英数字／ローマ字�

手書き検索�

　

手書き入力�

これらの入力パネルは、文字の入力方法によって次の 2 つに分類できます。

• ソフト キーボードを使った入力

• スタイラスを使った手書き入力

NOTE

CASSIOPEIAには、上記の４種類のキーボード以外にも、入力す

るデータの種類に応じた専用キーボードが利用できる場合があり

ます。詳しくは、別冊の「CASSIOPEIAアプリケーションガイド」

の「文字入力のしかた」を参照してください。
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ソフト キーボードによる入力

ソフト キーボードとは、通常のデスクトップ コンピュータのキーボードを

画面上に再現したものです。キーボードのキーを指で押すのと同じように、

画面上のソフト キーボードのキーをタップすることで文字を入力できます。

ソフト キーボードを使用するには、タスク バーの入力パネル切換ボタン（前

ページの②参照）をタップし、［ひらがな／カタカナ］ または ［英数字／ロー

マ字］ をタップします。

ひらがなを入力するように指定すると、日本語入力システムが自動的に有効

になり、漢字に変換することができます。また、ソフト キーボード上でド

ラッグしてスペースや改行を入力するジェスチャを使用することもできます。

NOTE

本体のボタンを使って、次の入力操作が可能です。ソフトキー

ボード上に表示されていないキー入力を行うことができ便利です。

アクションコントロール押し＋カーソルボタン 上→［Alt］

アクションコントロール押し＋カーソルボタン 下→［スペース］

アクションコントロール押し＋カーソルボタン 右→［Tab］

アクションコントロール押し＋カーソルボタン 左→［Back Tab］

（Shift ＋ Tab）

入力パネルのオンラインヘルプに、英数字／ローマ字入力パネルで次

の説明がありますが、この操作はできません。

「キートップを上にドラッグすると簡単に大文字のアルファベットを

入力することができます。」

スタイラスを使った手書き入力

手書き入力では、入力枠にスタイラスで書き込んだ文字が自動的に認識され、

適切な文字に置き換えられて挿入ポイントに入力されます。スタイラスを

使った手書き入力を使用するには、タスク バーの入力パネル切換ボタン（前

ページの②参照）をタップし、［手書き入力］ または ［手書き検索］ をタップ

します。

［手書き入力］ では、入力枠に文字を書き込んだあと、次の場合に文字が認識

されます。

• ほかの枠に文字を書き込む

• 認識キーをタップする

• 認識待ち時間が経過する
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認識された文字はアプリケーションの挿入ポイントの位置に表示されます。

文字が間違って認識された場合は、その文字の左端をタップします。候補文

字が一覧に表示され、目的の文字を選択できます。直接漢字を入力すること

も、漢字の読みを入力して認識させてから漢字に変換することもできます。

［手書き検索］ では、左の入力枠に文字を入力すると、一致する文字が右の枠

に表示されます。目的の文字をタップすると、アプリケーションの挿入ポイ

ントの位置に表示されます。

入力文字の変換と確定について

各入力パッドを使って入力したひらがなやカタカナの文字列は、入力パッド

上の［変換］ボタンをタップすることにより、文節単位で変換することがで

きます。

変換前の文字列には、このように破線が引かれています

［変換］ボタンをタップすると、変換が実行されます

入力する文字として確定するには、 をタップします

情報を検索する
検索機能を使うと、パームサイズPCに登録したあらゆるデータから文字検索

を行うことができます。検索を行うには、［スタート］ボタンをタップした上

で、［検索］をタップしてください。

検索したい文字列をここに入力し
ます。�

どのプログラムのデータを検索対
象とするかを指定します。�
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情報を見る
内蔵ソフトの多くは、各プログラムごとに登録したデータを一覧表示する

「リスト表示」画面を持っています。リスト表示画面から、個別のデータの詳

細表示画面に移行することができます。

リスト表示� 詳細表示�

手書きメモ、ボイスレコーダーの場合

リスト表示では、登録した１データ（＝１ファイル）につき１行

の表示となります。

連絡先、仕事、受信トレイの場合

リスト表示では、登録した１データアイテムにつき１行の表示と

なります。

予定表の場合

「リスト表示」はなく、予定表に特有の表示形式となります。
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リスト表示画面上でできる操作について

リスト表示画面上では、共通して次の操作を行うことができます。

• 特定の列でデータを並べ替えて表示することができます。並べ
替えを行いたい列のタイトル部分をタップするたびに、その列

の昇順／降順での並べ替えを切り替えることができます。

• 連絡先や仕事では、リスト表示上に表示するデータを、特定カ
テゴリーに絞ることができます（表示はリスト形式ではありま

せんが、同じことが予定表上でも行うことができます）。
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• 連絡先、仕事、手書きメモ、ボイスレコーダーでは、リスト表
示上で表示する行タイトルを何にするかを指定することができ

ます。

• 手書きメモ、ボイスレコーダー、受信トレイでは、ファイルや
メッセージをフォルダに分類して管理することができます。こ

のため、リスト表示はフォルダ単位で行うことができます。

各プログラム上での個別の操作方法については、本マニュアルの第３章、第４章

およびオンラインヘルプを参照してください。
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パームサイズPCのカスタマイズ
パームサイズPCの使い方に関する各種の設定は、［スタート］→［設定］を

タップして表示される各サブメニュー項目をタップして実行できます。
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各設定項目は、次の通りです。

アプリケーションの削除

RAMにインストールしたアプリケーションの削除を行います。

オーナー情報

オーナーの個人情報の登録および変更を行います。登録したオーナー情報は、

パームサイズPCの電源ON時に画面に表示させたり、アクティブデスクトッ

プ上に表示させることができます。

システム

システム情報を表示します。また、パームサイズPCのメモリ割り当て（デー

タ記憶用メモリとプログラム実行用メモリの割り当て）の設定を行うことが

できます。

スタイラス

タッチスクリーンの補正や、ダブルタップ速度の調節を行うことができます。

ダイヤル

ダイヤルアップ接続を行う際のダイヤル方法を設定します。

タスクバー

タスクバー上に表示するプログラムの設定、タスクバー上の表示項目の設定

などを行います。

パスワード

パスワードの設定と解除、およびセキュリティオプションを設定します。パ

スワードを設定すると、CASSIOPEIAを使うためにパスワード入力が必要と

なります。

パワーマネジメント

現在のバッテリの状態表示、および電源自動オフまでの時間の設定などを行

います。
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ボタン

タップコントロール設定（アクションコントロール操作または画面上のスク

ロールボタン等のタップ操作時の操作リピート間隔の設定）、およびパームサ

イズPCのプログラムボタンを押したときに起動するプログラムの設定を行い

ます。

ご注意

プログラムボタンに割り当てるソフトは、コンパクトフラッシュ

カードにインストールせず、本体メモリにインストールしてお使

いください。

ボリューム＆サウンド

ボリュームの設定、および操作に応じて鳴らすサウンドの設定などを行いま

す。

画面

デスクトップに表示する画像の指定、およびバックライトの設定を行います。

世界時計

日付、時刻、地域、およびアラームの設定を行います。時刻は「自宅」と「訪

問先」の２通りを設定することができます。

地域

数値、通貨、日付、および時刻の表示方法を設定します。

通信

デバイス名（接続するPCがこのパームサイズPCを認識するための固有の名

称）の設定、PCとの接続を行う際の接続方法の設定を行います。
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入力機能

入力パネルの各種設定を行います。

NOTE

各設定項目についての詳細は、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。
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第 ２ 章　クイックスタート

ここでは、パームサイズPCの内蔵プログラムを実際に使ってみます。実際の

操作を一通りやってみることで、パームサイズPC でどんなことができるか

がわかるでしょう。

本章では以下の操作の手順を説明します。

• メッセージを録音する
•「連絡先」にデータを追加する
•「予定表」に予定を登録する
•「仕事」にしなければならない要件を登録する
•「手書きメモ」を使ってメモを取る
•「アクティブデスクトップ」で情報の一覧を見る

必要がないと思う項目はスキップして、すぐに操作してみたい項目だけを

やってみるのも良いでしょう。また、それぞれのプログラムの詳細について

は、第３章またはオンラインヘルプ（［スタート］－［ヘルプ］をタップ）を

参照してください。

NOTE

ここでの操作を行う前に、必ず第１章をお読みください。パーム

サイズPCの画面上の基本的な操作や、文字入力の操作などにつ

いての説明は、第１章に含まれています。
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録音するには　（ボイスレコーダー）
パームサイズPCに録音を行うのは、パームサイズPCの操作の中で最もシン

プルです。パームサイズPCを手でつかんで、マイクに向かってしゃべるだけ

です。手につかんだときに、そのまま録音ボタンを押せるように、録音ボタ

ンは本体の側面についています。

録音�
ボタン�

マイク�

【操作手順】

1. 録音ボタンを押します。

• 録音ボタンを押しつづけている間、録音が実行されます。

2. マイクに向かってしゃべってください。

3. 録音が終了したら、録音ボタンを離します。

• 録音が完了すると、ビープ音が鳴ります。

NOTE

• 今録音した内容を再生するには、アクションコントロールを押
してください。

• 再生中に再度アクションコントロールを押すと、一時停止でき
ます。一時停止を解除するには、再度アクションコントロール

を押します。

第 １ 部　パームサイズPCを使う　29

• 録音内容のファイルは、画面上で反転表示されています。後で
録音内容がわかるようにファイル名を変更するには、 ボタン

をタップして名前欄に名前を入力します。

住所録や名刺データを登録するには　（連絡先）
同僚や取引先、友人などの情報は、パームサイズPCの「連絡先」に登録しま

す。

NOTE

パソコン上に連絡先のデータを持っている場合は、パームサイズ

PCを使い始めるに当たって、PC上のデータをパームサイズPCに

転送してしまうのが効率的です。PC上のデータをパームサイズ

PCに転送する方法については、第２部で説明します。

【操作手順】

1. ［スタート］－［連絡先］をタップします。
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2. ［新規］ボタンをタップします。

• 新規のアドレス入力画面が表示されます。

［勤務先情報］ボタン�
［個人情報］ボタン�
［メモ情報］ボタン�

• はじめは、勤務先情報の入力画面が表示されます。入力できる
情報は、勤務先情報、個人情報、メモ情報の３つに分かれてい

ます。

3. 名前、フリガナ、勤務先、勤務先住所、勤務先電話、電子メールなど

を順次入力していきます。

• 入力欄を移動するには、アクションコントロールとカーソルボ
タンの右を同時に押すか、入力したい欄を直接タップしてくだ

さい。

4. 個人情報を入力するには、 ボタンをタップします。

5. 自宅の電話番号を入力します。
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6. ［OK］ をタップして保存します。連絡先リストで新規連絡先を確認し

ます。

アポイントメントを登録するには（予定表）
取引先とのアポイントメントや、会議の予定などのスケジュール情報は、

パームサイズPCの「予定表」に登録します。

1. ［スタート］－［予定表］ をタップします。
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2. 日付ボックスの▼をタップして表示されるカレンダーから、予定の日

付をタップします。

3. 画面上で予定の時刻の行をタップした上で［新規］ ボタンをタップす

ると、新規の予定カードが表示されます。
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4. 予定カード上で、＜予定の詳細＞ボックスの▼をタップし、リストか

ら該当する予定を選択します。

• 該当項目がない場合は、もう一度▼をタップしてリストを閉じ、
そのまま次へ進んでください。

5. 入力パネル切り替えボタンをタップして、希望の入力方法を選びま

す。
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6. キーボードまたは入力パッドを使って、予定を順次入力します。

• 文字入力の方法については「パームサイズPCに文字を入力す
る」（16ページ）およびオンラインヘルプを参照してください。

7. ［OK］ をタップすると入力内容が登録され、予定表の画面に戻りま

す。

しなければならないことを登録するには（仕事）
自分がしなければならないことを忘れないようにするために、「仕事」として

登録しておくことができます。

1. ［スタート］－［仕事］ をタップします。

新しい仕事を追加するには、�
ここをタップします�

2. キーボードまたは入力パッドを使って、仕事のタイトルを入力しま

す。
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3. キーボードを表示している場合はキーボード上の をタップするか、

入力パネルの外側をタップすると、その仕事がリストに追加されま

す。

仕事をカテゴリーに分類する

仕事は、その内容ごとに、カテゴリー分けを行うことができます。

1. リスト上でカテゴリー分けを行いたい仕事をダブルタップします。

• その仕事の詳細画面が表示されます。
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2. ボタンをタップし、表示される分類の一覧から該当するものに

チェックマークを付けます。

チェックマークは複数付け
ることができます。�

3. 変更を保存し仕事リストに戻るには、［OK］をタップします。

ここをタップして表示され
るメニューを使って、仕事
リスト上で特定のカテゴリ
の仕事だけを表示させるこ
とができます。ここが「す
べての項目」になっている
ときは、カテゴリー分類と
は無関係にすべての仕事が
リストされます。�
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仕事に優先度を付ける

仕事の重要性やしなければならない期日などに応じて、仕事に優先度を付け

ることができます。設定は、さきほどカテゴリー分類を行ったのと同じ画面

上で行います。

1. ［優先度］の右側の▼をタップします。

リストから優先度を�
選択します�

2. 変更を保存し仕事リストに戻るには、［OK］をタップします。

設定した優先度は�
ここに表示されます�
「！」…高�
「↓」…低�
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メモを取るには　（手書きメモ）
パームサイズPCの「手書きメモ」を使うと、紙にペンで書くようにメモを取

ることができます。紙と違うところは、手書きしたメモを後から編集するこ

とができる点です。また、文字をタイプして入力することも可能です。

1. ［スタート］－［手書きメモ］ をタップします。

メモの入力画面が表示されます。（前にメモを保存してある場合は、

まずメモのリストが表示されますので、新しいメモを開始するには

 ボタンをタップします。）

2. この画面上では、タイプした文字の入力、手書き文字をそのまま入

力、または図を描くことができます。
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●文字をタイプする

入力パネル表示ボタンをタップして入力パネルを表示させると、

画面上の横罫が消え、カーソルが点滅します。この状態で入力パ

ネルからの文字入力ができるようになります。

• 文字入力の方法については「パームサイズPCに文字を入力す
る」（16ページ）およびオンラインヘルプを参照してください。

●手書き文字をそのまま入力する

入力パネルが表示されていない状態で、画面上の横罫に合わせて

文字や図形などを手書きしていくことができます。

200%画面�
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こうして手書きした文字や図形などは、横罫に沿って入力された

ものと見なされ、画面の表示サイズを変更すると罫線に沿って左

詰めで表示されます。

100%画面�

タイプした文字と同じような感覚でコピー／ペーストしたり、罫

線に沿って移動することができます。

ご注意

こうして手書きした文字を、後から手書き文字認識で変換するこ

とはできません。

●図を描く

入力パネルが表示されていない状態で、画面上の横罫を3本以上

またいで一筆書きすると、描いた図形のまわりが点線で囲まれま

す。

図形が点線で囲まれ、�
「描画」と表示されます�
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この点線の中から書き足していくと、書き足した部分も点線で囲

まれ、図形として認識されます。

3. メモの入力が済んだら［OK］ をタップしてメモを保存します。

• 手書きメモのリスト画面に戻ります。

なお、手書きメモでは、メモ内のテキストの最初の数文字を使ってメモに名

前を付けます。メモを別の名前で保存したり、メモを特定のフォルダに入れ

たりするには、まずリストで当該のメモを選択します。次に ［ファイル］－

［プロパティ］ をタップします。
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アクティブデスクトップを見るには
パームサイズPCの「アクティブデスクトップ」を使うと、今日の予定や現在

の仕事などを一覧することができます。

タスクバーの ［デスクトップ］ ボタンをタップすると、デスクトップが表示

されます。

これが「アクティブデスクトップ」です。初期設定では、このようにオーナー

情報、予定表に登録されている今日の予定、仕事に登録されている現在作業

中の仕事が表示されます。

アクティブデスクトップ上に表示する情報は変更できます。

［スタート］－［設定］－［画面］をタップして、［デスクトップ］タブ内で

デスクトップに含めるアイテムを選択します。
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他にできることは？
この「クイックスタート」では、パームサイズPCにできることの一部をごく

簡単にご紹介しました。実際には、ここでご紹介したプログラムを使って、

もっと多くのことができます。また、パソコンとパームサイズPCを連携させ

ることでいつでも最新のデータを持ち歩いたり、より効率良く仕事をこなす

ことができます。さらに、パームサイズPCから直接インターネットに接続す

ることさえ可能です。

• パームサイズPCの個別のプログラムについては、この後の第３章、第４

章で説明します。詳細な操作手順情報は、パームサイズPCのオンライン

ヘルプを参照してください。

• パームサイズPCをパソコンと接続して連携させる方法については、第６

章で説明します。

• パームサイズPCをダイヤルアップ接続でインターネットや会社のサーバ

に接続する方法については、第５章で説明します。
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第 ３ 章  ボイスレコーダーと手書きメモ

この章では、パームサイズPCの内蔵ソフトのうち、ボイスレコーダーと手書

きメモの各プログラムについて説明します。

NOTE

ボイスレコーダーや手書きメモで記録した音声やメモデータをパ

ソコンに転送して利用することができます。これらの操作につい

ては、第２部を参照してください。本章では、パームサイズPC単

体で各ソフトを利用する方法について説明します。

ボイスレコーダー
ボイスレコーダーは、パームサイズPCの内蔵マイクから入力された音声を録

音し、本体のメモリ（またはメモリカード）にデータとして記録するプログ

ラムです。

ボイスレコーダーの操作は、パームサイズPC本体の録音ボタンやアクション

コントロールなどを利用するか、画面上のツールバーボタンやメニューを利

用しておこないます。

本体ボタンでできる操作

本体のボタンを使って、録音／再生の基本的な操作を行うことができます。

可能な操作は次の通りです。

取り消し�
ボタン�

アクション�
コントロール�

録音ボタン�
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●録音の開始

録音ボタンを押し下げ、そのままの状態を保ちます。押し下げて

いる間は録音が実行されます。

●録音の終了

押し下げていた録音ボタンを離します。ボタンを離した時点で、

録音は終了します。

●再生する録音データの選択

画面上に複数の録音データがリストされている場合は、アクショ

ンコントロールを上下に動かすことで、再生する録音データを選

択できます。

再生したい録音データを反
転表示させてください。�

●再生

アクションコントロールを押します。画面上で現在選択されてい

る録音データが再生されます。
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●再生の一時停止

再生中に再度アクションコントロールを押すと、再生が一時停止

します。

バーが一時停止している状態�

●一時停止したところから再生を再開

再生の一時停止状態で、再度アクションコントロールを押すと、

一時停止したところから再生が再開します。

●再生の終了

再生中、または再生の一時停止中に取り消しボタンを押すと、再

生が終了します。

●リストのすべてのデータの再生

アクションコントロールを２回続けて押すと、現在画面上に表示

されているすべての録音データが続けて再生されます。

●早送り（再生中のみ）

再生中にアクションコントロールを下に倒すと、早送りされます。

アクションコントロールを離すと、再生が再開されます（ただし

早送りした結果、録音データの最後まで送られてしまった場合は、

再生は停止します）。

NOTE

録音形式（49ページ参照）が「PCM」の場合は、早送りはできま

せん。

●巻き戻し（再生中のみ）

再生中にアクションコントロールを上に倒すと、巻き戻されます。

アクションコントロールを離すと、再生が再開されます。
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画面上のボタン、およびメニューを使ってできる操作

画面上のボタンとメニューを使うと、単なる録音／再生の操作以外にも、録

音する音質の設定やデータの保存場所の指定など、ボイスレコーダーのすべ

ての操作が可能です。

●画面上のボタンの機能

ボイスレコーダーの画面上の各ボタンの機能は次の通りです。

⑤�
⑥�

⑦�

⑧�
⑨�

⑩�

①�②�③�

④�

①［削除］ボタン。タップすると、現在画面上で選択されている録音データ

を削除します。

②［プロパティ］ボタン。タップすると、現在画面上で選択されている録音

データに関する情報の表示とファイル名などの変更を行う画面（プロパ

ティ画面）を表示します。

③［音量］ボタン。タップすると、再生音量の設定画面を表示します。

④ ここをタップして表示される一覧で、フォルダを指定することができま

す。ここで指定するフォルダは画面上にファイルを表示するためのカレン

トフォルダを指定するもので、録音データの保存場所ではありません。

⑤［録音］ボタン。タップすると、録音を開始します。

⑥［停止］ボタン。タップすると、録音または再生を終了します。

⑦［再生／一時停止］ボタン。タップすると、現在画面上で選択されている

録音データの再生を行います。また、再生中の一時停止、一時停止ポイン

トからの再生の再開を行う際にもこのボタンを使います。
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⑧［早送り］ボタン。タップすると、録音データの後の方に移動します。

⑨［巻き戻し］ボタン。タップすると、録音データの前の方に移動します。

⑩ 再生に合わせて、このツマミが左から右へ移動します。このツマミをド

ラッグすることで、録音データ上の再生を開始する位置を移動することが

できます。

●ファイルの表示について

画面上には、現在選択されているフォルダ内の録音データファイ

ルが一覧表示されます。ファイルの並び順は、ファイル名や作成

日、ファイルサイズなどによって並べ替えることができます。

フォルダを指定します。すべ
てのフォルダのファイルを表
示したい場合は、＜すべて
のフォルダ＞を選択します。�

タップした項目にこの△マークが付き、その項目で現在フ
ァイルがソートされていることを示します。タップするたびに
△／▽と向きが切り替わり、△の場合は昇順、▽の場合
は降順ソートとなります。なお、ここに表示されるファイル
の属性情報は、［ツール］－［オプション］で表示されるダ
イアログの［項目］タブ内で指定します。�

●フォルダの作成／名前変更／削除について

ここで＜フォルダの編集＞
を選択すると表示されるダイ
アログ上で、フォルダの新規
作成、既存のフォルダの名
前変更および削除を行うこ
とができます。�

●録音データのプロパティについて

録音内容は、録音を行った時点では自動的に「録音1」、「録音2」

という連番のファイル名が付けられます。このファイル名やファ

イルの保存場所などは、後からファイルのプロパティ画面を使っ

て変更することができます。
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画面上でファイルを選択し［プロパティ］ボタンを押すと、その

ファイルのプロパティ画面が表示されます。

ここからフォルダを指定して、
ファイルの場所を移動でき
ます。�

メモリカードを利用している
場合は、ここでファイルの場
所をメインメモリ／メモリカー
ドの間で移動できます。�

ファイル名を変更することが
できます。�

●録音形式の設定について

ボイスレコーダーの初期設定では、録音データの容量を小さく押

さえることができる「TrueSpeech」という形式で録音データを保

存します。TrueSpeechは 10秒の録音で約10Kバイトの容量しか

使わないため、メモリの少ないパームサイズPCに向いているう

え、人間の声の録音に適しています。ただし高音質ではありませ

んので、より音質の高い録音を行いたい場合は、［ツール］－［録

音形式］を選択すると表示されるダイアログ上で、「PCM」を選

択してください。録音したファイルは拡張子が .wavとなり、パソ

コンに転送したときにそのまま再生することができます。

50　パームサイズPCユーザーズガイド

また、音質は問わないが長時間録音したいという場合は、「モバイ

ルボイス」を選択してください。同じ容量のメモリで、TrueSpeech

の約3倍の時間録音が可能です。

NOTE

• モバイルボイス形式で録音した音声データを、パソコン上で再
生するには、あらかじめパソコン上にWindows CEサービスを

インストールしておくことが必要です。Windows CEサービス

のインストールについては、第６章を参照してください。

• モバイルボイス形式では、残り録音可能時間が録音時にリアル
タイムに変化しません。

• 録音形式がPCMの場合、属性に「ステレオ」を選択できます
が、ステレオサウンドでの再生はできません。

●録音時の録音場所の設定について

メモリカードを利用しており、録音データをメモリカードに直接

書き込みたい場合は、［ツール］－［オプション］を選択して表示

されるオプションダイアログの［全般］タブ上で「メモリカード

に保存する」にチェックを付けてください。このチェックボック

スは、メモリカードをパームサイズ PC に装着していないと

チェックすることはできません。

●本体メモリの設定について

本体メモリを使って録音する場合は、録音によってメモリ（デー

タ記憶領域）不足にならないように、メモリ管理に注意する必要

があります。特に、録音中に「メモリが不足しています」という

メッセージが表示される場合には、必ず次の操作を実行してデー

タ記憶用メモリを確保してください。

［スタート］－［設定］－［システム］で表示されるシステムのプ

ロパティの［メモリ］タブで、データ記憶用メモリを多めに取っ

てください。
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データ記憶用メモリが不足している場合は、メモリカードをご利

用ください。

手書きメモ
手書きメモを使うと、画面上のキーボードを使ってタイプした文字や手書き

認識機能を使って変換した文字の入力だけでなく、手書きした文字や図形を

そのまま入力することができます。画面上に直接描いた図形を後から編集す

ることもできます。

手書きメモを使うには、［スタート］→［手書きメモ］の順で画面をタップし

ます。

新規のメモを作成するには

［新規］ ボタンをタップすれば新規のメモを作成できますし、［新規］ の矢印

をタップして、あらかじめ書式や入力項目が設定されているテンプレートを

利用することもできます。

手書きメモに文字を入力するには

手書きメモを使えば、自分にとっていちばん簡単な方法で情報を入力できま

す。入力パネルからキーボードを使ってタイプすることも、手書き文字を

使って書くこともできるのは、第1章で述べたとおりです。また、画面にじ

かに文字や絵を書くこともできます。
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入力パネルを表示すると、カーソルのあるのが分かります。ここにテキスト

が入るわけです。

入力パネルを隠すと、カーソルが消え、画面上のどこにでも文字や絵を書く

ことができます。

手書きメモに文字や図形を手書きするには

ペンを使って、画面にじかに文字や絵を書くことができます。

描画を作成するには、3本以上の横罫線をまたいで一筆書きします。これに

よって描画ボックスが表示され、その後は、描画ボックス内でのペンの移動

やタップが描画の一部となります。
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NOTE

• 手書きのデータは、表示をスクロールしたときに一部が欠けて
表示される場合があります。この場合は、再度スクロールする

と表示されます。

• 全画面表示に切り替えれば、できるだけ多くの内容を画面に表
示できます。［表示］－［全画面表示］ をタップします。［元に

戻す］ をタップすれば、コマンドバーが再び表示されます。

文字の書式を設定するには（メモの編集とフォーマット）

キーボードまたは手書き文字を使って入力したテキストは編集できます。ま

た、手書きのメモやスケッチも編集できます。編集したいテキストや絵を選

択するには、入力パネルを隠し、［選択］ ボタンをタップして、ペンを当該の

テキストまたは描画までドラッグします。

NOTE

［選択］ ボタンをタップする代わりに、アクションボタンを押さえ

ながらペンをドラッグする方法もあります。

 ボタンをタップして［書式］をタップすると、書式ダイアログが表示さ

れます。設定できる書式は、選択したもの（テキスト、描画）によって異な

ります。
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また、  ボタンを使えば、画面上の要素間のスペースを拡大/縮小できます。

NOTE

 ボタンをタップする代わりに、取り消しボタンを押さえながら

ペンをドラッグしても、スペースの挿入・削除が可能です。

作成したメモを保存するには

メモを書き終えたら、［OK］ をタップしてメモを保存し、メモのリストに戻

ります。手書きメモは、次の方法で自動的にメモに名前を付けます。

• タイプされたテキストの第1行の最初の文字列が、メモの名前として用い

られます。

• メモにテキストが含まれないが、そのメモがフォルダに割り当てられてい

る場合は、そのメモのファイル名はフォルダ名＋通し番号となります。

• テキストが含まれず、フォルダが割り当てられていない場合は、そのメモ

にはメモ1、メモ2...という名前が付けられます。

自分でメモに名前を付けたり、メモをフォルダに入れたり、ファイル形式を

変えたりするには、［OK］ をタップする代わりに、［ファイル］－［名前を付

けて保存］ をタップします。
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手書きメモの中のそれぞれのメモは1つのファイルです。手書きメモファイ

ルは、パソコン上のMicrosoft Wordと互換性のある手書きメモ（.pwi）形式

で保存されます＊。ファイル形式については、ほかにリッチテキスト形式

（.rtf）、テキスト形式（.txt）の2種類から選択できます。これらの形式で保存

した場合は、手書きの文字や絵の情報（テキスト形式の場合は、加えてテキ

ストの書式情報）が失われます。
＊手書きメモファイル（.pwi）は、Windows CEサービスでMicrosoft Wordファイル（.doc）と相

互に変換されます。詳しくは「ファイルの変換について」（106ページ）を参照してください。

メモを整理するには

メモを忘れずにおくには、メモの名前を変えてフォルダに入れておくといい

でしょう。例えば、「創作メモ」といったフォルダを作成して、関連のメモを

すべてそのフォルダに入れればいいわけです。

選択したフォルダにあるメモはすべて、リスト表示されます。
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第 ４ 章  ポケットアウトルック
（Microsoft Pocket Outlook）

Microsoft Pocket Outlookのプログラムには、予定表、連絡先、仕事、受信ト

レイの４つが含まれています。Windows CEサービスを使うと、パソコン上の

Microsoft Outlook、Microsoft Schedule+、またはMicrosoft Exchangeとパーム

サイズPC上のこれらのプログラムとの間で「同期」を行うことができます。

Windows CEサービスは、パームサイズPC上のPocket Outlookデータの更新

状況と、パソコン上のOutlookなどのデータの更新状況を比較して、双方向で

データの更新を行うことができます。Windows CEサービスを使った情報の同

期については、第６章で説明します。

予定表、連絡先、および仕事の各プログラムは、「カード表示」と「リスト表

示」という２種類の表示画面を持っています。「カード表示」画面上では、各

プログラムに登録した個別のデータの詳細を見ることができます。「リスト表

示」画面上では、各プログラムのすべてのデータを一覧で見ることができま

す。

受信トレイは電子メールメッセージを扱うプログラムです。パソコン上の

OutlookまたはExchangeで送受信したメッセージを「同期」によってダウン

ロードした上で閲覧したり、パームサイズPC上で作成した返信メッセージを

「同期」によってパソコンに転送、パソコンから送信するという使い方ができ

ます。また、パームサイズPCをダイヤルアップ接続（詳しくは第５章を参

照）によってインターネットサービスプロバイダなどに接続し、パームサイ

ズPCで直接電子メールメッセージの送受信を行うこともできます。

予定表、連絡先、仕事、受信トレイの各プログラムは、［スタート］メニュー

をタップして各プログラムをタップすることで、いつでも切り替えて利用す

ることができます。
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NOTE

本章では、各プログラムに関する概要を説明します。各プログラ

ムの操作手順情報や補足情報などは、オンラインヘルプから得る

ことができます。オンラインヘルプを見るには、各プログラムの

画面の表示中に［スタート］－［ヘルプ］をタップし、知りたい

情報のタイトルを探してタップしてください。

予定表：予定の登録と会議の作成
予定表を使うと、人と会う約束や会議の日程、家族の誕生日と言ったさまざ

まな予定を登録し、管理することができます。予定表は各種の表示画面（一

日表示、週間表示、月間表示、計画表、年間カレンダー）を備えており、登

録した予定を目的に応じたいろいろな見方をすることができます。各表示画

面を切り替えるには、それぞれ対応したボタンをタップします。

●予定表のリスト表示画面

�

新規予定を作成します。�

計画表画面を表示します。�

タップするたびに、予定の
1行表示と詳細表示を切
り替えます。�
�

現在選択されている予
定には上下のタブが表
示されます。タブをドラッ
グして、時間を延長した
り、縮小したりすることが
できます。また、ボックス
内を持ってドラッグする
ことで、時間を変更する
ことができます。�

選択されている状態でタッ
プすると、予定のタイトル
を編集できます。�
予定のカード表示に切り
替えるには、ダブルタップ
します。�

•

•

一日／週間／月間／年間の各画面を表示します。�
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●予定表のカード表示画面

NOTE

パームサイズPCの前面にあるプログラムボタンに予定表を割り

当て、数秒押し続けると、予定表を起動すると同時に、新規の予

定を入力するためのカード表示画面に直接入ることができます。

画面上で入力した情報を保存します。�

日付を直接入力します。
▼をタップしてカレ
ンダーを表示させ、
カレンダー上で日付
をタップして指定す
ることもできます。�

予定に対して添付する手
書きメモを入力します。�

予定の分類項目を指定
します。�

会議を作成します�
（下記参照）。�

�

会議の作成について

パソコン上のOutlookまたはSchedule+、あるいはパームサイズPC

上のPocket Outlookの受信トレイを使って電子メールのやりとり

を行っているメンバーの会議を召集する場合は、予定表の「会議

の作成」を使うことができます。「会議の作成」により、自分の

パームサイズPCの予定表への入力と同時に、会議への参加メン

バーへの会議通知を作成し、受信トレイから送信することができ

ます。会議通知を受信したメンバーは、会議への参加／不参加を

電子メールで返信します。参加すると返信したメンバーの予定表

には、自動的に会議のスケジュールが登録されます。

電子メールによって会議通知を行う場合は、あらかじめ「連絡先」

にメンバーの電子メールアドレスを登録しておく必要があります。

また、受信トレイを使った電子メールの送受信ができるように

パームサイズPCのセットアップを行うことももちろん必要です。
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以下の「連絡先：友人や同僚の情報を登録する」、62ページの「受

信トレイ：電子メールを送受信する」をそれぞれ参照してくださ

い。

連絡先：友人や同僚の情報を登録する
「連絡先」を使うことで、友人や同僚、取引先の人々などのさまざまな情報を

登録しておき、いつでも参照することができるようになります。パソコンと

の同期を利用することで、すでにパソコン上に登録されているデータは即座

にパームサイズPC側に転送することができますし、パソコン／パームサイズ

PCのどちらで入力したデータも、同期によって常に最新の状態に保つことが

できます。連絡先のデータは、他のWindows CEデバイスとの間で赤外線ポー

トを通じて転送することができます。また、受信トレイを利用する場合は、連

絡先に登録されている電子メールアドレスを参照し、簡単に入力することが

できます。

●連絡先のリスト表示画面

新規の連絡先を作成します。�

登録済みの連絡先リストから特定
の情報を検索したいときにはここ
をタップします。�

この部分には、現在画面の下半
分のリスト上で選択されている（反
転表示になっている）連絡先の情
報が表示されます。�

登録済みの連絡先の詳細を表示
したい場合は、連絡先の1行をダ
ブルタップします。その行のカード
表示画面に移行します。�
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●連絡先のカード表示画面

NOTE

パームサイズPCの前面にあるプログラムボタンに連絡先を割り

当て、数秒押し続けると、連絡先を起動すると同時に、新規の連

絡先を入力するためのカード表示画面に直接入ることができます。

勤務先情報の画面を表示します。�

個人情報の画面を表示します。�

分類項目画面を表示します。�

ここに入力した電子メールアドレス
は、受信トレイのアドレス帳にも表
示されます。�

画面上で入力した情報を保存します。�

仕事：しなければならないことのリストを作成する
「仕事」を使うと、自分がしなければならないことの一覧表を作成して、管理

することができます。「しなければならないこと」の一つ一つ（以下「仕事デー

タ」と呼びます）に対しては、優先度を付けたり、カテゴリー分類すること

ができます。期日やアラームの設定も可能です。仕事データは、アクティブ

デスクトップや予定表の「計画表」画面上にも表示されます。
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●仕事のリスト表示画面

仕事リストに表示する
仕事データのカテゴリー
を指定できます。�

このマークは優先度の
高い仕事データである
ことを示しています。�

完了した仕事データに
は、このようにチェックを
付けます。�

登録済みの仕事データ
の詳細を表示したい場
合は、その行をダブルタ
ップします。その行のカ
ード表示画面に移行し
ます。�

●仕事のカード表示画面

このボタンをタップして右側のボッ
クス内をタップすると、仕事データ
に対して添付する手書きメモの入
力ができます。�

タップすると、右側のボックスに分
類項目（カテゴリー）のリストを表
示します。�

ここにチェックマークを付けると、仕
事データに対して設定されている
期日に応じてアラームを鳴らすこと
ができます。アラームの設定は右
側の　　ボタンをタップして行い
ます。�

NOTE

「開始日」だけの仕事のデータは登録できません。
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受信トレイ：電子メールを送受信する
パームサイズPCの受信トレイは、以下のいずれかの方法で電子メールメッ

セージを扱うことができます。

• パソコン上のMicrosoft ExchangeまたはMicrosoft Outlookを使っ
て送信／受信した電子メールメッセージを同期することができ

ます。また、パソコン上の電子メールメッセージを、パームサ

イズPCに個別に転送することもできます。

• パームサイズPCで直接電子メールの送受信を行うことができ
ます。このとき、パームサイズPCは、インターネットサービ

スプロバイダまたは会社のサーバなどにダイヤルアップ接続す

る必要があります。

サービスプロバイダ�

パームサイズPC

パソコン�

メッセージの同期

電子メールのメッセージは、Windows CEサービス上の［ActiveSyncの設定］

であらかじめ設定しておけば、その他のデータと同時に同期されます。パー

ムサイズPCとパソコン間の同期の際には、次のようなことが実行されます。

• パソコン上のExchangeまたはOutlookの受信トレイから、パー
ムサイズPCの受信トレイに対して、メッセージがコピーされ

ます。双方のメッセージはリンクされているため、

パームサイズPC側で受信トレイにあるメッセージを削除した

場合は、次回の同期時にはパソコン上の同じメッセージは自動

的に削除されます。
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• パームサイズPC上で作成した送信メッセージ（新規メッセー
ジや返信メッセージなど）は、パームサイズPC上の送信トレ

イから、パソコンの送信トレイにコピーされます。パソコン上

にコピーされたこうしたメッセージは、パソコン上のExchange

またはOutlookによる次回の通信時に送信されます。

パソコンのExchangeやOutlookで設定することができる会議の作成や添付書

類の受信の制限などの設定は、パームサイズPC上でも行うことができます。

Windows CEサービスによる同期の初期設定では、受信トレイのデータは同期

しないようになっています。同期の設定は、モバイルデバイスウィンドウ上

の［ActiveSyncの設定］を使って行います。

ActiveSyncの設定方法については、108ページの「ActiveSyncの設定」を参照

してください。
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Windows CE受信トレイの転送

「Windows CE受信トレイの転送」は、パソコン上にWindows CEサービスを

インストールすることにより、ExchangeやOutlookの［ツール］メニューに

追加される機能です。Windows CE受信トレイの転送を使うと、Exchangeや

OutlookとパームサイズPCの間で、特定のメッセージを相互に転送すること

ができます。こうして転送したメッセージは、受信トレイ以外のフォルダに

移動することもできます。「Windows CE受信トレイの転送」を使って転送し

たメッセージは、パソコンとパームサイズPCの間でリンクされません。この

ため、この方法で転送したメッセージは、他方のPCに影響を与えることな

く、編集や削除を行うことができます。

また「Windows CE受信トレイの転送」を使って、パームサイスPC上のパソ

コンとは異なるソースから受信したメッセージを転送することもできます。

「Windows CE受信トレイの転送」でメッセージを転送するには、Exchangeま

たはOutlook上の［ツール］メニューから［Windows CE受信トレイの転送］

を選択し、表示されるダイアログ上で必要な指定を行ってください。

パームサイズPCへの
メッセージの転送�

パソコンへのメッセージ
の転送�

操作方法については、Windows CEサービスのヘルプを参照してください。
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ダイヤルアップ接続による電子メールの送受信
パソコンとの間で電子メールのメッセージを同期させるだけでなく、外出先

でパームサイズPCから直接電子メールの送受信を行うことができます。出先

での電子メールの送受信は、デジタル携帯電話などの電話回線を経由してイ

ンターネットなどに接続する「ダイヤルアップ接続」を利用します。

ダイヤルアップ接続について
出先で電子メールの送受信を行うには、インターネットサービスプロバイダな
どにパームサイズPCをダイヤルアップ接続することが必要です。ダイヤル
アップ接続のための設定については、第５章を参照してください。

• ダイヤルアップ接続を行うには、デジタル携帯電話（またはPHS）と専用の接
続ケーブル、あるいはコンパクトフラッシュカードタイプのモデムが必要で
す。接続用のケーブルや、コンパクトフラッシュモデムカードについての情報
は、別冊のハードウェアマニュアルを参照してください。

• ユーザ認証などに専用のソフトが必要なインターネットサービスプロバイ
ダには接続できません。

• POP3/SMTPをサポートしているインターネットサービスプロバイダに接
続することが可能です。

★メール接続設定について
CASSIOPEIAには、ダイヤルアップ接続の設定から、メールの送受信を行
うための各種設定までを、より簡単に行うための専用プログラムである
「メール接続設定」が内蔵されています。画面に順次表示される指示に
従ってプロバイダに関する情報を入力していくだけで、設定作業を一括し
て行うことができます。

メール接続設定について詳しくは、「CASSIOPEIAアプリケーションガイ
ド」を参照してください。

66　パームサイズPCユーザーズガイド

インターネットメールサービスを設定するには

受信トレイでは、複数のメールサービスを利用することができます。利用し

たいメールサービスごとに設定を行った上で、名前を付けておくことが必要

です。

パームサイズPCには、インターネットサービスプロバイダに接続するための

インターネットメールサービスがあらかじめインストールされています。接

続先のプロバイダごとに、インターネットメールサービスの設定を行います。

インターネットメールサービスの設定は、次の手順で行います。

1. 受信トレイ上の［作成］メニューから［オプション］を選択し、

［サービス］タブを開いてください。

2. ［追加］をタップすると、サービス選択画面が表示されます。

初期状態では、あらかじめ
インストールされているイン
ターネットメールサービスだ
けが選択できます。�
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3. ［OK］をタップします。サービス名を入力するダイアログが表示され

ます。

インターネットメールサービスに名
前を付けます。接続先のプロバイ
ダ名などを付けるとよいでしょう。�

4. サービスの定義画面が表示されます。接続先の情報を入力してくださ

い。

［接続］ボックスをタップすると、［リ
モートネットワーク］（78ページ参
照）で設定した接続先が一覧され
ます。接続先を選択してください。�

接続先のプロバイダなどから提供
された情報を入力します。�

※�「SMTPホスト」は、「POP3ホ
スト」と異なる場合のみ入力し
ます。（通常は空欄とします）。�

※�半角で入力してください。�

5. ［終了］をタップすると、設定が保存されます。

NOTE

• 手順4の画面上の「リターンアドレス」欄には、返信メッセー
ジの送付先として別のメールアドレスを使いたい場合に、その

アドレスを入力してください。通常は空欄で構いません。

• 手順5で［終了］をタップする代わりに［次へ］をタップして、
メールサーバへの接続や電子メールの送受信に関する各種設定

を行う画面に移ることができます。詳しくは、パームサイズPC

のオンラインヘルプを参照してください。
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電子メールを受信／送信するには

受信トレイを使って、現在設定されているサービスへの接続を行うと、接続

先のメールボックスにある未読の電子メールの受信と、送信トレイ上の送信

待ちの電子メールの送信が行われます。

現在選択されているサービスの確認

受信トレイの［サービス］メニューをタップすると、現在選択されているサー

ビスを確認できます。

現在選択されているサービスに
「•」印が付きます。�

�

インターネットメールサービスを一つだけ設定してある場合は、常にその

サービスが選択されますが、複数のサービスを設定してある場合は、パーム

サイズPCで送信メッセージの作成および電子メールの送受信を開始する前

に、正しいサービスが選択されているかどうかをご確認ください。現在選択

されているサービスとは別のサービスを選択する場合は、そのサービス名を

メニューから選択して「•」印を付けてください。

電子メールの受信設定について

受信トレイを使ってインターネットサービスプロバイダなどに接続して電子

メールの受信を行う場合、初期設定では、各メッセージの最初の100行まで

が受信され、メールへの添付ファイルはダウンロードしないように設定され

ています。
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• 途中まで受信したメッセージを、次回のサーバへの接続時に全文受信した

い場合は、全文受信したいメッセージを画面上で選択した上で［サービ

ス］－［全文をサーバからコピー］を選択してください。

アイコンの形が  に変わり、次回接続時に全文受信が行われることを示

します。

• サーバに接続するごとに受信するメッセージの行数の変更は、サービスの

プロパティで行うことができます。［サービス］メニューから［プロパ

ティ］を選択し、表示されるダイアログ上で［次へ］を２回タップしてく

ださい。

上のオプションボタンをチェック
し、このチェックボックスにチェッ
クを付けると、各メッセージ本文
中の何行までを接続ごとに読み
込むか設定できます。�

下のオプションボタンをチェック
した場合は、常に全文の受信が
行われます。�

NOTE

• パソコンとの同期では、電子メールメッセージは最初の50行
のみがパソコン上のExchangeまたはOutlookからコピーされま

す。パソコンとの同期でパームサイズPCに読み込まれたメッ

セージを選択して［サービス］－［全文をサーバからコピー］

を選択した場合は、次回の同期時にパソコンからパームサイズ

PCに当該メッセージの全文がコピーされます。

• サービスのプロパティについての詳細は、オンラインヘルプを
参照してください。
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電子メールを受信するには

NOTE

ダイヤルアップ接続については、65ページの「ダイヤルアップ接

続について」および第５章を参照してください。

電子メールを受信するには、インターネットサービスプロバイダなどにダイ

ヤルアップ接続ができる状態で［サービス］－［接続］を選択してください。

自動的に設定されているサービスに接続され、接続先のサーバ上の未読メー

ルの読み出しと、パームサイズPCの送信トレイ上にある未送信のメールの送

信が行われます。受信トレイの画面上では、受信した電子メールが次のよう

に表示されます。

書類が添付されているメール�
会議の連絡�

サーバ上に保管されている�
メール�

次回受信時に全文受信する予
定のメール（68ページの「電子
メールの受信設定について」を
参照）�

各メッセージの先頭のアイコン
で、そのメールの状態を確認す
ることができます。�

NOTE

サーバ上に保管されているメールの［サイズ］の列には、ダウン

ロード済みのサイズとメール本来のサイズが表示されます。

例　1/2KB
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メールの内容を表示するには、表示したい行をダブルタップしてください。

NOTE

メールの送受信を完了した時点でダイヤルアップ接続を切断する

かどうかの設定は、［サービス］－［プロパティ］で設定します。

詳しくはオンラインヘルプを参照してください。
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メールを送信するには

前述のように、［サービス］－［接続］を選択してサーバへの接続を行うと、

メッセージの送受信が自動的に行われます。送信したいメッセージは、接続

を行う前にあらかじめ作成しておきます。

(1) 新規の送信メッセージを作成するには

新規のメッセージを作成するには、 ボタンをタップします。

宛先の電子メールアドレスは、�
ボタンをタップすると表示される一
覧（連絡先に登録されている電
子メールアドレスの一覧）から選
択することができます。�

これをタップすると下の画面とな
り、CC、BCCなどの各項目を
入力することができます。�

ここにメッセージの内容を入力し
ます。�

上の画面に戻すにはこのボタンを
タップします。�

入力がすんだら、 をタップします。作成したメッセージが送信

トレイに保存され、次回の接続時に送信されます。
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(2) 受信したメッセージへの返信を作成するには

返信したいメッセージを受信トレイの一覧上で選択（または受信

メッセージを表示）して、 ボタンをタップし［差出人へ返信］

を選択します。

メッセージの送信元宛の新規メッセージが作成されます。

宛先と件名は自動的に入
力されます。�

元のメッセージが引用され
ます。�

ここに返信を
入力します。�

入力がすんだら、 をタップします。作成したメッセージが送信

トレイに保存され、次回の接続時に送信されます。
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第 ２ 部　パソコンとの連携と通信

第２部では、パームサイズPCをパソコンやダイヤルアップネットワークと接

続する方法、および使い方について説明します。

第５章　ダイヤルアップ接続

パームサイズPCで直接電子メールの送受信を行う場合には、前提条件と

して「ダイヤルアップ接続」が必要となります。ダイヤルアップ接続と

は、電話回線を通じて遠隔地のコンピュータ（リモート・コンピュータ）

に接続することです。ここでは、ダイヤルアップ接続によるインターネッ

トサービスプロバイダへの接続、会社のホストコンピュータへの接続方法

などについて解説します。

第６章　Windows CE サービスとチャンネル

パームサイズPCをパソコンと連携して利用するには、PC側に「Windows

CEサービス」というソフトウェアをインストールすることが必要です。

ここではWindows CEサービスのインストール方法、および実際の使い方

について説明します。また、Windows CEサービスをインストールするこ

とによって利用可能になる「チャンネル」機能についても説明します。

第７章　ファイルの転送とデータのバックアップ

Windows CEサービスを使うと、パソコンとパームサイズPC間のデータ

の同期だけでなく、パームサイズPCのデータのバックアップをパソコン

上に作成したり、個別のファイルを相互に転送したりすることができま

す。また、パームサイズPCのRAMにプログラムをインストールするこ

とができます。ここではこれらの各項目に加えて、赤外線通信によるパー

ムサイズPC（およびWindows CEデバイス）間でのファイル転送につい

て説明します。

第 ２ 部　パソコンとの連携と通信　75

第 ５ 章　ダイヤルアップ接続

電話回線とモデムを使って、パームサイズPCを遠隔地のコンピュータ（リ

モートコンピュータ）に接続することを「ダイヤルアップ接続」と言います。

ダイヤルアップ接続を行うと、パームサイズPCで直接電子メールの送受信を

行ったり、自分のPCと接続すれば出先から同期を行うことも可能です。

ここでは、ダイヤルアップ接続を行うことができる接続相手のコンピュータ

の種類について解説した上で、接続を行うための設定および操作の説明を行

います。

リモートコンピュータについて
パームサイズPC からダイヤルアップ接続することができるリモートコン

ピュータには、次のようなものがあります。

（1） インターネットサービスプロバイダ

インターネット接続サービスの提供会社（プロバイダ）と契約して、イン

ターネットに接続するケースです。そのプロバイダのメールアカウントに

よる電子メールの送受信が可能です。このケースでは、パームサイズPC

上で必要となる各種の設定に関する情報（接続先の電話番号や、接続時の

ユーザー名／パスワード等）は、サービスプロバイダから提供されます。

パームサイズPC

インターネットサービスプロバイダ�
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（2） 会社のリモートアクセスサーバ

自分の会社のサーバに外部から接続するケースです（会社側が、外部の電

話回線を通じての自社サーバへの接続を行う環境を用意している場合で

す）。会社のメールアカウントによる電子メールの送受信が可能です。こ

のケースでは、接続先の電話番号やパームサイズPC上での設定に関する

情報は、会社のサーバを管理しているシステム管理者に問い合わせてくだ

さい。

パームサイズPC

リモートアクセスサーバ�

（3） 会社で利用している自分のパソコン

パームサイズPCとの同期で利用している自分のパソコンに、出先から接

続するケースです。この接続を行うと、パームサイズPCとパソコン間の

データの同期を、電話回線を通じて出先で行うことが可能となります。

接続方法としては次の２つがあります。

（3-a） 会社のリモートアクセスサーバ経由で接続する場合

会社のリモートアクセスサーバに接続でき、かつそのサーバに自分のパソ

コンがネットワークで接続されていることが前提となります。また、パソ

コンには、あらかじめWindows CEサービスがインストールされている必

要があります（Windows CEサービスのインストールについては、第６章

を参照）。
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パームサイズPC
パソコン�

リモートアクセスサーバ�

（3-b） 直接ダイヤルアップ接続する場合

パソコンにモデムと電話回線が接続されており、リモート接続のための

セットアップが済んでいることが前提となります。また、パソコンには、

あらかじめWindows CEサービスがインストールされている必要がありま

す（Windows CEサービスのインストールについては、第６章を参照）。

パームサイズPC
パソコン�

NOTE

出先からの同期を行うためのパソコンのセットアップについては、

85ページの「リモートコンピュータのセットアップ」を参照して

ください。
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パームサイズPCのダイヤルアップ接続設定
パームサイズPC上でのダイヤルアップ接続の設定は、「リモートネットワー

ク」を使って行います。設定を行う前に、次の点をご確認ください。

（1）接続先に関する情報を手元にそろえておく

• 電話番号
• ネームサーバ情報（プライマリDNS）
• 通信速度など、接続環境に関する情報

（2）設定を行う前に、通信に利用する電話／モデム等をセットする

ダイヤルアップ接続の設定時には、接続に利用するモデムの指定が必要で

す。デジタル携帯電話やPHSを直接パームサイズPCに接続して通信を行

う場合は、あらかじめこれらを接続した状態にしておいてください。ま

た、カードタイプのモデムを利用して通信を行う場合は、モデムカードを

あらかじめパームサイズPCのコンパクトフラッシュカードスロットに

セットしておいてください。

なお、カードのセットのしかたやデジタル携帯電話／PHSのパームサイ

ズPCへの接続方法については、別冊のハードウェア取扱説明書を参照し

てください。
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パームサイズPC上でのダイヤルアップ接続の設定は、次の手順で行います。

1. ［スタート］メニューをタップし、［プログラム］→［通信］→［リ

モートネットワーク］の順でタップします。

2. 新規の接続設定を作成するために、［新しい接続］アイコンをダブル

タップします。［新しい接続］画面が表示されます。
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3. 接続名を入力し、「ダイヤルアップ接続」を選択します。

• 設定が済んだら［次へ＞］をタップしてください。［新しいダイ
ヤルアップ接続］画面が表示されます。

4. ［モデムの選択］ ボックスをタップして表示されるドロップダウンリ

ストから、接続に利用するモデムを選択します。
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5. ［モデムの設定］ボタンをタップします。

• 表示される［デバイスのプロパティ］画面上で、以下の設定を
行ってください。

接続に使う機材や接続先
に応じて変更してください。�

ポートの設定�

接続している回線の種類によ
ってはチェックを外す必要が
あります（一部のデジタル携
帯電話やPHSなど）。�

デフォルトは120秒になってお
りますが、データ通信カード
により異なった値の入力が必
要な場合があります。�
付属のMicrosoft Windows CE 
CD-ROMのReadme.docならび
に、カシオペアホームページ
に案内されておりますので、
ご参照ください。�

呼び出しのオプション�

•［デバイスのプロパティ］画面上のすべての設定が完了したら、
［OK］をタップして画面を閉じます。［新しいダイヤルアップ接

続］の画面に戻ります。
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6. 続いて［TCP/IPの設定］ボタンをタップします。

• 表示される［TCP/IPの設定］画面上で、以下の設定を行ってく
ださい。

全般�

 ネームサーバ�

•［TCP/IPの設定］画面上のすべての設定が完了したら、［OK］を
タップして画面を閉じます。［新しいダイヤルアップ接続］の画

面に戻りますので、［次へ＞］をタップしてください。
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7. 接続先の電話番号を入力します。

デジタル携帯電話やPHSから
発信する場合は、「市外通話と
してダイヤル」にチェックしてお
くと良いでしょう。�

8. 設定が済んだら、［完了］をタップしてください。最初の画面に戻り

ます。

画面上に、新しい接続先のアイ
コンができているのをご確認くだ
さい。�

NOTE

以上の設定は、接続先１カ所につき１つずつ必要です。たとえば、

サービスプロバイダと、会社のサーバへの接続を行う場合は、

各々の接続を行うためのアイコンを別々に作成してください。
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ダイヤルアップ接続時の電話番号について

ダイヤルアップ接続時に実際に発信される電話番号は、前ページの手順7の

画面上での設定と、［ダイヤルのプロパティ］の設定によって決まります。［ダ

イヤルのプロパティ］は、［スタート］ボタンをタップし、［設定］、［ダイヤ

ル］の順にタップすると表示されます。

［ダイヤルのプロパティ］では、作成した
各接続に対して、実際にかけるとき
の電話番号を発信元ごとに指定でき
ます。�
接続時に現在の発信元をこの画面で
指定することで、その発信元に応じ
たダイヤルパターンでダイヤルする
ことができます。�

「勤務先」にすると、0発信されます。�
デジタル携帯電話やPHSから発信する
場合は「自宅」にすると良いでしょう。�

例えばダイヤルアップ接続の設定で電話番号を以下のようにしたとします。

市外局番：03　電話番号：123-4567

自宅や出先からデジタル携帯電話を使って接続する場合は市外局番を含める

形で、会社から接続する場合は会社の電話回線を使うので市外局番は含めず、

かつ0発信で、というような設定が［ダイヤルのプロパティ］を使うことで

可能になります。

［自宅］　を選択して発信　→　03-123-4567

［勤務先］を選択して発信　→　0-123-4567

発信元は、必要に応じていくつでも追加することができます。発信元ごとに、

ダイヤルパターンを個別に設定することが可能です。ダイヤルパターンの設

定について詳しくは、オンラインヘルプを参照してください。
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リモートコンピュータのセットアップ
パームサイズPCからリモートコンピュータに接続するには、リモートコン

ピュータ側が接続可能な状態になっていることが必要です。以下、リモート

コンピュータの種類ごとに、必要条件を示します。

サービスプロバイダや会社のサーバの場合

サーバが稼働中で、アクセスポイントの電話番号からログインできる状態で

あることが前提となります。サーバ保守のため毎月～数ヶ月に1度程度アク

セスできなくなることがありますので、サービスプロバイダや会社のシステ

ム管理者からの案内に注意してください。また、電話が話し中で接続できな

い場合がありますが、このような場合はしばらく時間をおいて接続しなおす

ようにしてください。

自分のパソコンにリモート接続する場合

出先から同期するための自分のパソコンに接続する場合は、パソコンに直接

接続されているモデムを経由して接続するか、ネットワーク経由での接続が

可能です。

• 事前にパームサイズPCとパソコンのパートナー関係を確立し
ておくこと。

• パソコンの電源が入っており、Schedule+／Exchange／Outlook
のいずれかが自分のユーザープロファイルで動作していること。

• モバイルデバイスウィンドウの右下に、「モバイルデバイスの接
続待機中」と表示されていること。

•［ActiveSyncの設定］ダイアログボックスで、「同期を有効にす
る」にチェックが付いていること。

• パソコンにモデムが接続されており、モデムの電源が入ってい
ること。また、特定の電話番号で、外部からそのモデムにアク

セス可能であること（モデム経由での接続の場合のみ）。
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•［Windows CEサービスのプロパティ］ダイアログ（モバイルデ
バイスウィンドウの［ファイル］メニューから［通信］を選択

すると表示されます）が以下のように設定されていること。

「接続を有
効にする」
にチェック
が付いてい
ること。�

［自動接続］ボタ
ンをクリックし
て表示されるダイア
ログ上で、「COM
ポートがモバイル
デバイスに接続さ
れえている場合は
常に有効」が選択
されていること。�

「シリアルポート
が準備完了」と表
示されていること。�

• ネットワーク経由で接続する場合は、［Windows CEサービスの
プロパティ］ダイアログが以下のようになっていること。

「接続を有効にする」にチェック
が付いていること。�

「ネットワーク通信の準備完了」
と表示されていること。�
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パームサイズPCをダイヤルアップ接続するには
必要なセットアップがすべて済んだら、パームサイズPC をリモートコン

ピュータにダイヤルアップ接続してみましょう。

【操作前の準備と注意】

• 専用のケーブルを使ってパームサイズPCをデジタル携帯電話
（またはPHS）に接続するか、コンパクトフラッシュモデムカー

ドを使って一般の電話回線（アナログ回線）に接続しておきま

す。接続のしかたについては、別冊のハードウェア取扱説明書

またはコンパクトフラッシュモデムカードに付属の取扱説明書

を参照してください。

• コンパクトフラッシュモデムカードをご利用の場合は、必ず専
用のACアダプタでパームサイズPCをご利用ください。

• デジタル携帯電話（またはPHS）との接続ケーブルは、通信が
終了したら必ず抜いてください。

【サービスプロバイダまたは会社のサーバに接続する場合】

1. ［スタート］→［プログラム］→［通信］の順にタップします。

「パームサイズPCのダイヤルア
ップ接続設定」で登録した接続
先が、ここにリストされます。�
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2. 接続先をタップします。

• 次の画面が表示されます。

ユーザー名およびパスワードを
それぞれ入力します。次回接続
時にパスワードを再入力しなく
て済むようにするには、［パスワ
ードの保存］にチェックを付けて
おきます。�
�
※半角で入力してください。�

3. 画面上の「電話番号：」の部分に、接続に利用する電話の種類に合っ

た正しい電話番号が表示されているのをご確認ください。

• もし正しい電話番号が表示されていない場合（デジタル携帯電
話から発信するのに市外局番から始まっていない、単に番号が

間違っている、など）は、84ページの「ダイヤルアップ接続時

の電話番号について」を参照して設定を変更してから、操作を

やり直してください。

4. 接続を実行するには、［接続］をタップします。

• 画面に接続中を示すダイアログが表示されます。
• 接続が完了すると、ダイアログは自動的に閉じます。
接続状態は、タスクトレイのアイコン表示で確認できます。

• この状態で、受信トレイを使った電子メールの送受信を行うこ
とができます。
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NOTE

受信トレイを起動して、受信トレイから直接接続を開始すること

もできます（通常の利用では、この操作の方が多いでしょう）。受

信トレイからの接続方法については、第４章の「ポケットアウト

ルック」の受信トレイの項目を参照してください。

【同期するために自分のパソコンに接続する場合】

1. ［スタート］－［プログラム］－［通信］－［ActiveSync］の順にタッ

プします。

• 次の画面が表示されます。

ここでは、ダイヤルアップ接続
設定で登録した接続先を選択
します。�

ここでは、接続先のコンピュー
タを指定します。�

2. ［接続］をタップします。

• ダイヤルアップ接続の画面が表示されます。

ユーザー名およびパスワードを
それぞれ入力します。次回接続
時にパスワードを再入力しなく
て済むようにするには、［パスワ
ードの保存］にチェックを付けて
おきます。�
�
※半角で入力してください。�
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3. 接続に利用する電話の種類に合った正しい電話番号が表示されている

のをご確認ください。

• もし正しい電話番号が表示されていない場合（デジタル携帯電
話から発信するのに市外局番から始まっていない、単に番号が

間違っている、など）は、84ページの「ダイヤルアップ接続時

の電話番号について」を参照して設定を変更してから、操作を

やり直してください。

4. 接続を実行するには、［接続］をタップします。

• 画面に接続中を示すダイアログが表示されます。
• 接続が完了するとこのダイアログは自動的に閉じ、続いてデー
タの同期が自動的に開始されます。

• 接続状態は、タスクトレイのアイコン表示（ ）で確認でき

ます。

接続を切るには

接続を切るには、タスクトレイ上の接続アイコン（ ）をダブルタップす

ると表示される画面上で［切断］をタップしてください。

受信トレイやActiveSyncから接続した場合は、切断の操作を行わなくても、

接続は自動的に切れます（受信トレイでは、自動的には切れないようにする

設定も可能です）。
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第 ６ 章 Windows CE サービスと
チャンネル

Windows CEサービスをパソコンにインストールすることで、パソコンとパー

ムサイズPCの間でデータの同期を行うことができます。具体的には、次のよ

うなことが可能となります。

（1）パームサイズPC上のポケットアウトルック（予定表、連絡先、仕事、

受信トレイ）の情報と、パソコン上のMicrosoft® Schedule+ for Win-

dows® 95やMicrosoft® Outlook™ 98 for Windows®などの情報を同期で

きます。また、カシオ製のアプリケーションである「モバイルスケ
ジュール」、「モバイル住所録」（CASSIOPEIAアプリケーションガイド
を参照）のデータも、パソコン上のこれらのソフトとの間での同期が
可能です。

（2）パソコン上のMicrosoft® Internet Explorer 4.0で購読したチャンネル情

報を、パームサイズPCにダウンロードして閲覧できます。

（3）パームサイズPCにプログラムをセットアップできます。

（4）パームサイズPCとパソコンの間で、相互にファイルの転送を行うこ

とができます。また、パソコン側から、パームサイズPC上のファイ

ル操作やフォルダ操作を行うことができます。

（5）パームサイズPCのデータをパソコンにバックアップしたり、バック

アップしたデータをパームサイズPCに復元できます。

本章では、これらのWindows CEサービスの機能のうち、（1） ～ （3）につい

て説明します。 （4）、（5）については、第７章で説明します。

ご注意

パームサイズPCをパソコンと接続して利用するためには、オプ

ションのクレードルが必要です。詳しくはハードウェアマニュア

ルを参照してください。
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■Windows CEサービスを使う
Windows CEサービスのActiveSyncを利用することで、パソコンとパームサ

イズPCの間で各種の情報を簡単に同期することができます。

Windows CEサービスのインストールと
パートナー設定
ここでは、Winows CEサービスのパソコンへのインストールと、インストー

ルに引き続き行う必要がある「パートナー設定」の手順を説明します。

インストールの前に

パソコンにWindows CEサービスをインストールする前に、必ず以下の各項

目をご確認ください。

• Windows CEサービスのインストールの完了後、PCの再起動を
行います。PC上で他のソフトが起動している場合は、必要な

データを保存した上で、すべて終了しておいてください。

• インストールの完了後に、Windows CEサービスはパソコンに接
続されているパームサイズ PCをCOMポート上に検索し、自動

的に通信設定を行います。このため、パームサイズPCをあら

かじめパソコンに接続しておく必要があります。パームサイズ

PCとパソコン間の接続のしかたについては、別冊のハードウェ

ア取扱説明書を参照してください。

• ケーブル接続でなく赤外線通信を使って同期を行いたい場合で
も、Windows CEサービスのインストール時はケーブル接続で

セットアップを行ってください。赤外線通信を使った同期につ

いては、Windows CEサービスのヘルプを参照してください。
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• サービスパックを導入済みのWindows NTにWindows CEサービ
スをインストールする場合、インストールの途中でサービス

パックの再インストールを促すメッセージが表示されます。一

度パームサイズPCとの接続を行った上で、通信がうまくいか

ない場合には、再度サービスパックのインストールを実行して

ください。

Windows NTの場合、Administorator（管理者）でなければイン

ストールできません。

NOTE

Windows CEサービスは、Windows CE 1.0を搭載したハンドヘル

ドPCとの間でデータの転送や同期を行うことはできません。ま

た、Windows CE 1.0のハンドヘルドPCに付属の「H/PCエクスプ

ローラ」とWindows CEサービスを、同時に１台のパソコンにイ

ンストールすることはできません。

インストールの手順

Windows CEサービスのインストールは、次の手順で行います。

1. パソコンのCD-ROMドライブに、付属のWindows CEのCD-ROMを

セットします。

•「Microsoft Windows CE サービスのセットアップ」の画面が表示
されます。
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2. 画面の指示に従って、Windows CE サービスをパソコンにインストー

ルします。

3. パソコンを再起動するように促すメッセージが表示されますので、

［終了］のボタンをクリックします。

• パソコンが再起動すると、次のような画面が表示されます。
• パソコンの環境によっては再起動の必要がない場合があります。
この場合［次へ］のボタンをクリックすると、すぐに次のよう

な画面が表示されます。

4. パームサイズPCの電源を切った状態で、パームサイズPCをクレー

ドルに乗せます。

• しっかりと差し込んでください。
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5. パームサイズPCの電源を入れてから、パソコンの画面上の［開始］

ボタンをクリックします。

• Windows CE サービスは自動的にパームサイズPCが接続されて
いるCOMポートを検索し、通信設定を行います。

• Windows NTにWindows CEサービスをインストールした場合、
パームサイズPC上でWindows NTにログオンするためのユー

ザー名とパスワードの入力が必要です。パームサイズPCの画

面上に入力ダイアログが表示されたら、自分のユーザー名とパ

スワードをそれぞれ入力してください。

• もし、「パームサイズPCが見つかりません」というメッセージ
が表示された場合は、［キャンセル］をクリックして一度作業を

中止した上で、手動で通信設定を行ってください。

6. Windows CEサービスが通信設定を完了すると、以下の画面が表示さ

れます。「デバイス名」の欄にパームサイズPCの名前を入力します。
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7. 入力が済んだら［次へ］をクリックします。以下の画面が表示されます。

• この画面では「同期方法」を選択します。ここでは、ひとまず
初期設定の「継続的に同期」にしておくと良いでしょう。

8. 入力が済んだら［次へ］をクリックします。以下の画面が表示されます。

• この画面では、何を同期するかを指定します。
• 手順7～8の設定項目は、後で変更することができます。詳し
くは「ActiveSyncの設定」（108ページ）を参照してください。

9. ［完了］をクリックします。

• パームサイズPCとパソコンとの間で、初回の同期が開始され
ます。パソコン上のOutlook（またはSchedule+）上に登録され

ている予定表、連絡先、仕事のデータと、パームサイズPC上

の同名のプログラムのデータが同期されます。
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10. 初回の同期が完了すると、以下のウィンドウが表示されます。

• これをモバイルデバイスウィンドウと呼びます（詳しくは 98
ページの「モバイルデバイスウィンドウを使う」を参照してく

ださい）。

NOTE

パソコンは、複数のWindows CEデバイス（Windows CE2.0日本

語版を搭載したパームサイズ PCまたはハンドヘルドPC）との間

でパートナー設定を行うことができます。また、パームサイズPC

は、2台のPC（例えば会社のPCと自宅のPCなど）と同時にパー

トナー設定を行うことができます。

Windows CE CD-ROMのオプションコンポーネントについて

Windows CEのCD-ROMからは、以下のようなオプションコンポーネントを

パソコンにインストールすることができます。

• 赤外線通信ドライバ。Windows CEサービスとパームサイズPC
の間での通信を、赤外線ポート経由で行う場合に、インストー

ルが必要です。インストールおよび設定方法については、Win-

dows CEサービスのオンラインヘルプを参照してください。
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モバイルデバイスウィンドウを使う

モバイルデバイスウィンドウとは、Windows CEサービスのウィンドウのこと

です。このウィンドウ上では、パソコンに接続されているパームサイズPCな

どのモバイルデバイスを、ちょうどネットワークコンピュータを扱うのと同

じように扱うことができます。

Windows CEサービスをインストールすると、PCのデスクトップ上に「モバ

イルデバイス」という名前のショートカットが作成されます。Windows CE

サービスを起動するには、このアイコンをダブルクリックするか、スタート

メニューから［プログラム］→［Microsoft Windows CEサービス］→［モバ

イルデバイス］の順にクリックしてください。

このアイコンが、パートナーとして設定したあなた
のパームサイズPCです。セットアップ時にパーム
サイズPCに付けた名前で表示されます。�

モバイルデバイスウィンドウでは、次の操作ができます。

• パームサイズPCのアイコンをクリックして選択した状態で、
［ツール］メニューから［ActiveSyncの設定］を選択することで、

各種の同期オプションの設定を行うことができます。設定につ

いての詳細は、108ページの「ActiveSyncの設定」を参照して

ください。

第 ２ 部　パソコンとの連携と通信　99

• パームサイズPCのアイコンをダブルクリックすると、エクス
プローラウィンドウを表示することができます。

このウィンドウでは、パームサイズPC 上のファイルのコピーや移動、

フォルダの作成や名称変更などを行ったり、パームサイズPCとパソコン

の間でのファイルのコピーを行うことができます。操作についての詳細

は、第７章の「ファイルの転送とデータのバックアップ」を参照してくだ

さい。

通信設定を変更する

Windows CEサービスのインストール後の自動検索で、Windows CEサービス

がパームサイズPCを見つけることができなかった場合や赤外線通信による同

期を行いたい場合などには、通信設定を手動で変更する必要があります。

通信設定の変更を行う前に、以下の点をご確認ください。

• パソコン上で、他のデバイスとの通信に使われていないCOM
ポートを、パームサイズPCとの通信用に選択していること。

Windows CEサービスは、「Windows CEサービスのプロパティ」

（後述）で指定されているCOMポートと、Windows ダイヤル

アップアダプタの両方を、パームサイズPCとの接続のために

利用します。これらに関わるリソースが、Windows CEサービス

から利用可能であることを確認してください。Windows CEサー

ビスとパームサイズPCが接続中の状態では、他のプログラム

からこれらのリソースを利用することはできません。
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• パソコン上で設定されている通信速度と、パームサイズPC上で
設定されている通信速度が一致していることをご確認ください。

Windows CEサービスの通信設定は、「Windows CEサービスのプロパティ」の

ウィンドウ上で確認／設定変更を行います。このウィンドウは、モバイルデ

バイスウィンドウ上で［ファイル］メニューから［通信］を選択することで

開くことができます。

パームサイズPCとの通信に利
用するCOMポートを変更したい
場合は、ここをクリックします。�

通信速度をここでチェックしてく
ださい。�

パームサイズPC上の通信速度は、初期設定では19,200bpsになっています。

パソコンの通信速度をこれに合うように変更するには、スタートメニューか

ら［設定］→［コントロール］パネルを選び、表示されるコントロールパネ

ルのウィンドウ内の［システム］アイコン（Windows 95/98の場合）または

［モデム］アイコン（Windows NTの場合）をダブルクリックしてください。

設定についての詳細は、Windows CEサービスのヘルプを参照してください。

パームサイズPCの通信速度を変更する場合は、パームサイズPC上で［スター

ト］→［設定］→［通信］の順でタップし、［PCとの接続］タブをタップし

てください。［接続の変更］ボタンをタップして表示される画面上で、通信速

度を選択してください。
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パームサイズPCとパソコン間での情報の同期
パームサイズPCとパソコンとの間で「同期」を行うことで、双方に登録され

ている情報を常に最新の状態に保っておくことができます。本章ですでに説

明したように、同期はパソコン上のWindows CEサービスによって可能とな

ります。

同期により次のことが行われます。

• パソコンまたはパームサイズPC上の一方でデータの追加や変
更を行うと、その追加／変更が同期によって他方にも反映され

ます。

• パソコンまたはパームサイズPC上の一方でデータを削除する
と、他方のデータも同期によって削除されます。

同期は、Windows CEサービスのインストール時に行った設定（96ページの

手順7の設定）に従って行われます。初期設定の「継続的に同期」、または「接

続と同時に同期」にしておいた場合は、パームサイズPCをクレードルに乗せ

るだけでデータの同期が実行されます。

もし、Windows CEサービスのインストール時に「手動」を選択した場合は、

まずWindows CEサービスを起動した上で、同期の操作を行う必要がありま

す。Windows CEサービスの起動は、次のいずれかの方法で実行します。

• パソコン上の［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリック
し、［モバイルデバイス］フォルダをダブルクリックします。

［モバイルデバイス］
フォルダをダブル
クリック�
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• デスクトップ上の［モバイルデバイス］ショートカットをダブ
ルクリックします。

［モバイルデバイス］
ショートカットを�
ダブルクリック�

パームサイズPCとパソコンの間で同期を実行するには、モバイルデバイス

ウィンドウ上の［ツール］メニューから［同期］を選択してください。

同期中は、モバイルデバイスウィンドウの右下部分に、同期の進行状態が順

次表示されます。

ここに同期の進行状態が表示されます。�

NOTE

同期には、同期するデータ量によりますが、通常１分～数分程度

かかります。

第 ２ 部　パソコンとの連携と通信　103

同期の状態表示について

パームサイズPCとパソコンの間での同期が完了すると、モバイルデバイス

ウィンドウのステータスバーに「Palm-size PC 接続完了、更新。」と表示され、

同期の完了を確認できます。

ステータスバー� この "Palm-size PC" の部分
には、接続したパームサイズPC
の名前が表示されます。�

また、同期状態の詳細を確認したい場合は、モバイルデバイスウィンドウの

［ツール］メニューから［ActiveSyncの状態］を選択します。

［ActiveSync の状態］ウィンドウ�
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同期される情報について
ここでは、Windows CEサービスを使ってパソコンとパームサイズPCの間で
同期される各種の情報についての概要を説明します。個別の同期アイテムの
詳細については、Windows CEサービスのヘルプを参照してください。
初期設定状態では、連絡先、予定表、仕事のデータが同期されるようになっ
ています。同期するデータの変更方法については、108ページの「ActiveSync
の設定」を参照してください。

●連絡先、予定表、仕事
パームサイズ PC上の各プログラムのデータは、以下の対応でパ
ソコン上の Schedule+またはOutlookのデータと同期されます。

パソコン
パームサイズPC

（Schedule+またはOutlook）

連絡先／モバイル住所録 連絡先

予定表／モバイルスケジュール 予定表

仕事 仕事

どちらか片方に登録された新規データは、同期時に他方にコピー
されます。
なお、パームサイズPC上のこれらの各プログラム上で入力した
手書きメモは、Outlook上にはメタファイル（ピクチャ）として保
存されますが、Schedule + 上には保存されません。パームサイズ
PC上の連絡先、予定表、仕事の各プログラムの機能や操作などに
ついては、第４章を参照してください。

●受信トレイ
パソコン上の受信トレイまたはOutlook に保存されている電子
メールデータと、パームサイズPC上の受信トレイに保存されて
いる電子メールデータの同期が行われます。パームサイズPCを
使って直接メールの送受信を行っていない場合は、パソコン上の
電子メールデータがパームサイズPC側に単純にコピーされます。
初期設定では、各電子メールデータの最初の50行のみがコピーさ
れます。また、添付ファイルはコピーされません。
パームサイズPC側で作成した送信メッセージはパームサイズPC
上の送信トレイに保存され、同期時にパソコンの送信トレイにコ
ピーされ、パソコンからの送信を行うことができます。
パームサイズPC上の受信トレイの機能や操作などについては、
第４章を参照してください。
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●ファイル

パームサイズPC上のボイスレコーダーや手書きメモなどで作成

したすべてのデータファイルは、パームサイズPC上の "My Docu-

ments" フォルダに保存されます。これらのファイルは、パソコン

上のモバイルデバイスウィンドウで見ることができます。

ActiveSyncの設定（108ページ参照）でファイルを同期するよう

に設定すると、これらパームサイズPC上のファイルは、初回の

同期時に、パソコン上の "Palm-size PC My Documents" フォルダ

にコピーされます（フォルダ名は、同期させるパームサイズPCの

名前が "Palm-size PC" の場合です）。このパソコン上のフォルダは、

以下の場所に置かれます。

Windows 95/98の場合

My Documents¥Palm-size PC My Documents

Windows NTの場合

WINNT¥Profiles¥<ユーザー名>¥Personal¥Palm-size PC My Docu-

ments

2回目以降の同期時には、パソコン上とパームサイズPC上の各

フォルダの内容が比較され、双方向でファイルの同期が行われ

ます。
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ファイルの変換について

• 手書きメモファイルがパソコンにコピーされると、Microsoft
Wordファイル（.doc）に自動的に変換され＊、Microsoft Wordに

よる編集が可能となります。一方、デスクトップ上のMicrosoft

WordファイルがパームサイズPC上にコピーされると、手書き

メモファイル（.pwi）に自動的に変換され、手書きメモで開い

たり編集することができます。このように手書きメモと

Microsoft Wordの間でデータのやりとりが可能ですが、すべて

の書式などがコピーされる訳ではありません。詳しくはWin-

dows CEサービスのヘルプを参照してください。

＊ 初期設定ではMicrosoft Word97形式に変換されます。

• ボイスレコーダーのファイルは、パームサイズPCからパソコ
ンにコピーされても .wav ファイルのままです。ただし、パーム

サイズPCから転送した .wavファイルの再生には、Windows CE

サービスのインストールによってパソコンに組み込まれるデ

コーダが必要です。（通常は意識する必要はありませんが、

Windows CEサービスがインストールされていないPC上では、

パームサイズPCから転送した.wavファイルを再生することは

できません。）

●チャンネル

チャンネルを同期するように設定しておくと、パソコン上の

Microsoft Internet Explorer 4.0で購読したチャンネル情報を、パー

ムサイズPCにダウンロードして閲覧できます。チャンネルにつ

いて詳しくは、111ページの「チャンネルを使う」を参照してく

ださい。
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データの「競合」とその解決について

データの「競合」は、前回同期されたデータ項目（例えば予定表のあるスケ

ジュールデータなど）に対して、パソコン上とパームサイズPC上でそれぞれ

別々に変更を加えてしまった場合に起こります。

競合が起きた場合の解決方法には、手動と自動の２通りがあります。

●手動による競合の解決

同期の際にWindows CEサービスがデータの競合を発見すると、

パソコンの画面上にアラートメッセージが表示されます。アラー

トメッセージを確認した上で、あらかじめ指定した方法で競合を

解決するか、しないかを指定することができます。

●自動で競合を解決

同期中に競合が発見されてもアラートを出さずに、パソコンまた

はパームサイズPC上のどちらか片方のデータを強制的に採用す

るよう設定しておくことができます。

競合の解決方法を設定するには、モバイルデバイスウィンドウ上で［ツール］

メニューから［ActiveSyncの設定］を選択し、表示されるダイアログ上の［詳

細］ボタンをクリックします。

競合を自動的に解決する場合
は、このボタンをクリックした上
で、解決方法を下のドロップダ
ウンリストから選択します。�

競合を手動で解決する場合は、
このボタンをクリックした上で、
解決方法を下のドロップダウン
リストから選択します。�
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ActiveSyncの設定

パソコンとパームサイズPCの間でどのようにデータの同期を行うか、またど

のデータの同期を行うかを変更することができます。

変更は次の手順で行います。

NOTE

以下の操作は、パームサイズPCをパソコンに接続した状態でも、

接続していない状態でも行うことができます。

1. PCのデスクトップ上の［モバイルデバイス］アイコンをダブルク

リックし、モバイルデバイスウィンドウを開きます。

2. モバイルデバイスウィンドウ上で、パームサイズPCのアイコンをク

リックして選択します。

3. ［ツール］メニューから、［ActiveSyncの設定］を選択します。

• 以下のダイアログが表示されます。

ActiveSync の設定画面�

どのデータを同期するかを
指定します。同期したいデ
ータにチェックマークを付
けてください。�

いつ同期を行うかを指定します。�

［同期サービス］のリストボック
ス内で選択されている項目に
ついて、同期のしかたの詳細
を設定するダイアログを表示
します。�
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「予定」のオプション画面�

• オプション画面上での設定項目については、Windows CEサービ
スのヘルプを参照してください。オプション画面右上端の［？］

ボタンをクリックして、カーソルが「？」になっている状態で、

内容を知りたい設定項目上をクリックすると、説明が表示され

ます。

• 他のデータ項目についてのオプションを設定したい場合は、現
在開いているオプション画面を一度閉じてください。

4. ダイアログ上で、希望の設定を行います。

• 個別の設定項目については、Windows CEサービスのヘルプを参
照してください。

•［詳細］ボタンをクリックすると、同期時に起きたデータの競合
の解決方法を指定することができます。107ページの「データ

の「競合」とその解決について」を参照してください。

5. 設定を保存するには、［OK］をクリックしてください。

• ダイアログが閉じて、モバイルウィンドウに戻ります。
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リモートコンピュータとの同期
パームサイズPCとパソコンの間で一度パートナー設定を行うと、パソコンへ

のダイヤルアップ接続による遠隔地からの同期を行うことが可能となります。

ダイヤルアップ接続については、第５章を参照してください。
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■チャンネルを使う
ニュースや株価情報、映画情報といった各種の情報は、インターネット上の

ホームページから入手することができます。「チャンネル」を利用すると、自

分からホームページを見に行かなくとも、こうした情報をパームサイズPC上

で閲覧することが可能となります。パソコン上のInternet Explorer 4.0で「モ

バイルチャンネル」コンテンツを購読することで、パソコンとパームサイズ

PCを同期するたびに、自動的にパームサイズPC上のコンテンツがアップ

デートされるようになります。

「チャンネル」とは、オフラインでの閲覧を目的としたコンテンツの自動配信

を行っているウェブ・サイト、またはそのウェブ・コンテンツのことで、

Internet Explorer 4.0は自動配信の受け皿として機能します（ほかのブラウザ

では自動配信を受けることはできません）。テレビの放送局や番組が「チャン

ネル」に相当し、Internet Explorerがテレビ受像器に相当すると考えてくださ

い。

コンテンツの更新は、ユーザーが設定した期間ごと（特に設定しなかった場

合は配信側で初期設定されている期間ごと）にInternet Explorer 4.0によって

自動的に行われます。

チャンネルについての情報は、Microsoftの専用サイトから入手することがで

きます。パームサイズPCでチャンネルの利用を始めたい場合は、パームサイ

ズPCと接続するパソコン上のInternet Explorer 4.0を使って、以下のサイトに

アクセスしてください。

http://www.microsoft.com/japan/windowsce/channels



112　パームサイズPCユーザーズガイド

パームサイズPC上でチャンネルを起動するには
［スタート］メニューから［チャンネル］を選択してください。

チャンネルの同期
パソコン上のInternet Explorer 4.0で購読したモバイルチャンネル・コンテン

ツをパームサイズPC上で閲覧するには、チャンネルの同期が必要です。チャ

ンネルの同期は、Pocket Outlookなどの情報の同期の際に、同時に行うことが

できます。

チャンネルを同期するには、パソコンのWindows CEサービスで［ツール］メ

ニューから［ActiveSyncの設定］を選択して表示されるダイアログ上で、「チャ

ンネル」にチェックマークを付けてください。

なお、コンテンツをパームサイズPC上のチャンネルで見るだけでなく、アク

ティブデスクトップ上に表示させることもできます。「アクティブデスクトッ

プへのチャンネル情報の表示」を参照してください。
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チャンネルの閲覧
パソコンとの同期により新しいチャンネルがパームサイズPC上にダウンロー

ドされた場合は、パームサイズPCのタスクトレイ上にチャンネルアイコンが

表示されます。

チャンネルを見るには、このアイコンをダブルタップしてください。

アクティブデスクトップへのチャンネル情報の表示
パームサイズPCのアクティブデスクトップ上に、今日の予定や仕事などと共

に、チャンネル情報を表示させることができます。

アクティブデスクトップ上にチャンネル情報を表示させるには、［スタート］

メニューから［設定］－［画面］を選択して、表示されるダイアログ上で表

示したい項目を選択してください。

NOTE

アクティブデスクトップ上に表示可能なチャンネル情報は、チャ

ンネルの配信元が「モバイルデスクトップ構成ファイル」として

配信している情報のみとなります。詳しくは配信元のホームペー

ジをご覧になるか、配信元にお問い合わせください。

チャンネルアイコン
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第 ７ 章 ファイルの転送とデータの
バックアップ

情報を同期することのほかに、Windows CEサービスを使えば、パームサイズ

PCデータのバックアップと復元、パームサイズPCとパソコンの間でのファ

イルのコピーと移動、パームサイズPCへのソフトウェアのインストールと削

除が可能です。

データのバックアップと復元
Windows CEサービスを使って、パームサイズPCデータのバックアップをパ

ソコンに定期的に取っておけば、万一パームサイズPC上の情報が破損したり

失われたりしても、バックアップファイルを使ってデータを復元できます。

バックアップファイルには、パームサイズPC上のすべてのファイルと、Pocket

Outlookデータ、RAMベースのプログラムが含まれます。バックアップを実

行するには、モバイルデバイスウィンドウで、［ツール］－［バックアップ］

を選択するか、ツールバーの  ボタンをクリックします。

バックアップのしかたの設定は、［ツール］－［バックアップ/復元］を選択

すると表示される［バックアップ/復元のプロパティ］ダイアログ上で行いま

す。
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バックアップファイルを使ってパームサイズPCにデータを復元するときは、

すべてのデータが最後にバックアップしたときのデータに置き換えられます。

復元を実行する前に、パームサイズPC上で別途保存しておきたいファイルが

ある場合は、そのファイルを先にパームサイズPCからパソコンにコピーして

おいてください（次の「ファイルのコピー」を参照）。

データを復元したら、パームサイズPCの電源を切り、クレードルから取り外

した上で、パームサイズPCをリセットしてください（リセットのしかたにつ

いては、別冊のハードウェアマニュアルを参照してください）。

ファイルのコピー
パームサイズPCとパソコンの間で、ファイルのコピーができます。

パソコンで、モバイルデバイスウィンドウを開きます。パームサイズPCアイ

コンをダブルクリックすると、パームサイズPC用のエクスプローラウィンド

ウが開きます。

パームサイズPCで作成したすべてのファイルは、初期設定ではMy Documents

フォルダに格納されます。このフォルダを開き、パソコンとMy Documents

フォルダとの間で、ファイルをドラッグします。
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パームサイズPCに移動させたファイルは、そのファイルを開くことができる

プログラムの画面上に表示されます。

NOTE

パームサイズPCのMy Documentsフォルダの内容を、パソコン上

で指定した特定のフォルダとの間で同期させることができます。

詳しくは第６章を参照してください。
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プログラムのインストールと削除
パームサイズPCには、Microsoft® Windows® CE Operating System（以下Win-

dows CE）のソフトウェアプログラムを追加できます。インストールは、通

常はパソコン上でセットアッププログラム等を起動して実行しますが、セッ

トアッププログラムが付属していないプログラムもあります。このようなプ

ログラムは、以下の方法でパームサイズPCに手動でコピーします。なお、プ

ログラムのインストール方法の詳細については、各プログラムに付属の説明

書を参照してください。

パームサイズPCにプログラムをコピーするには

1. PCのデスクトップ上の［モバイルデバイス］アイコンをダブルク

リックし、モバイルデバイスウィンドウを開きます。

2. モバイルデバイスウィンドウ上で、パームサイズPCのアイコンをダ

ブルクリックして開き、Windowsフォルダ→スタートメニューフォル

ダ→プログラムフォルダの順に開きます。

3. プログラムフォルダに、インストールしたいWindows CEプログラム

を、パソコン側からドラッグしてコピーします。

4. プログラムを実行するには、パームサイズPC上で［スタート］－

［プログラム］をタップします。今コピーしたプログラム名がメ

ニュー内に表示されますので、そのプログラム名を選択してくださ

い。
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NOTE

この方法でインストールしても、動作しないプログラムもありま

す。プログラムをインストールする際は、必ずそのプログラムに

付属の説明書やReadMeテキスト等を参照してください。

パームサイズPC上のプログラムを削除するには

RAM上に追加インストールしたプログラムを削除したい場合は、［スタート］

－［設定］－［アプリケーションの削除］をタップします。

削除したいプログラムをタップして選択し、［削除］をタップしてください。

NOTE

•パームサイズPCにあらかじめ搭載されているプログラムを削除
することはできません。

•手動でコピーしたプログラムは、「アプリケーションの削除」画
面で削除することはできません。削除の方法は各プログラムに

付属の説明書を参照してください。
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赤外線通信でデータを転送する
パームサイズPCは赤外線ポートを備えています。これを利用して、別のパー

ムサイズPCなどのWindows CEデバイスに情報を転送できます。

例えば「連絡先」では、一度に最大25までのカードを転送できます。ボイス

レコーダーと手書きメモでは、ファイル単位での転送が可能です。

手書きメモの赤外線送信メニュー�

データの転送は、次の手順で行います。

1. パームサイズPCと、相手先のWindows CEデバイスの赤外線ポート

を向かい合わせます。

赤外線�
ポート�
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• 双方の距離が30cm以内になるようにしてください。

2. 送信側で、送信したいプログラムを起動し、送信したいアイテムを選

択した上で、［ファイル］－［送る］－［赤外線の受信先］をタップ

します。

3. 受信側では送信側と同じプログラムを起動して［ファイル］－［受

信］をタップします。

• データの転送が開始されます。転送中は、画面に転送中の表示が出
ます。転送が完了すると、画面上の表示と音で知らせます。
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第 3 部　補足情報

第３部では各種の補足情報を提供します。

ヒントとトラブルシューティング

使用上のヒント
ここでは、バッテリを長持ちさせるための注意点やコツ、また、パームサイ

ズPC上のデータの保護についてのヒントを示します。

バッテリを長持ちさせるには

パームサイズPCは持ち歩いて利用するための製品ですので、バッテリ寿命は

非常に重要な問題です。バッテリ寿命は、使い方によってすぐに尽きること

もあれば、長持ちさせることもできます。バッテリをより長持ちさせるため

には、次のような点に留意してください。

●できるだけACアダプタ（別売）を使う

可能な場合は、できるだけ別売のACアダプタを接続してパーム

サイズPCを利用してください。特に次のような場合にはバッテ

リが消耗しやすくなりますので、ACアダプタでのご利用をお勧

めします。

• ダイヤルアップ接続を行う場合
• バックライトを点灯させる場合
• パソコンに接続する場合
• コンパクトフラッシュカードや、その他の外部機器を利用する場合
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●自動で電源オフするまでの時間を短めに設定する

初期設定では、バッテリ使用時の自動電源オフの時間（パームサ

イズPCの操作を行わなかった場合に自動的に電源が切れるまで

の時間）は、3分に設定されています。［スタート］－［設定］－

［パワーマネジメント］をタップして表示される画面で［電源オ

フ］タブをタップし、バッテリ使用時の電源オフ時間をより短く

設定することで、バッテリ寿命をのばすことができます。

●不要なサウンド設定をオフにする

初期設定では、いくつかのイベント（例えばパソコンとの接続時

など）に応じてパームサイズPCから特定の音が鳴るように設定

されています。音を出す必要がないと思われるイベントについて

は、音が鳴らないように設定しておくと良いでしょう。

［スタート］－［設定］－［ボリューム＆サウンド］をタップして

表示される画面で［サウンド］タブをタップし、不要と思われる

サウンド設定を削除してください。

●バッテリ警告が出たら、すぐにバッテリを交換する

タスクトレイにメインバッテリ消耗警告（ ）が表示された場合

は、できるだけ早くメインバッテリの交換を行ってください。メ

インバッテリが消耗したままの状態で使い続けると、バックアッ

プバッテリが急激に消耗してしまいます。また、バックアップ

バッテリ消耗警告（ ）が表示された場合は、できるだけ早く

バックアップバッテリを交換してください。データのロスを防ぐ

ためにも、常にバッテリ警告に注意してください。

なお、タスクトレイ上のバッテリアイコンについて詳しくは、「タ

スクトレイアイコン一覧」を参照してください。

重要なデータを守るには

「データを守る」というときには、2つの意味があります。ひとつは個人情報

を他人に不用意に見られないようにデータを守ること。もうひとつは、パー

ムサイズPCの故障や紛失などでデータがなくなってしまわないように、デー

タを守ることです。次の各項にご留意ください。
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●パスワードを設定する

パームサイズPC上のデータを他人に勝手に見られたりしないよ

うに、パスワードを設定すると良いでしょう。［スタート］－［設

定］－［パスワード］をタップして表示される画面上でパスワー

ドを入力し、「起動時にパスワードを入力する」にチェックを付け

ておきます。次回からは、電源を入れるたびに、Windows CEへ

のアクセスのためにパスワードの入力が必要となります。

ご注意

設定したパスワードを決して忘れないようにしてください。パス

ワードを忘れてしまうと、フルリセットをする以外に再びパーム

サイズPCを利用する方法はありません。フルリセットをすると

パスワードのデータが削除されますが、同時にパームサイズPC

上のすべてのデータが失われてしまいます。

●データのバックアップを作成する

万一パームサイズPCが故障したり、誤った操作でデータを削除

してしまったような場合でも、パソコン上にデータのバックアッ

プを作成しておけば安心です。Windows CEサービスのバックアッ

プ機能を使って、定期的にパームサイズPC上の全データのバッ

クアップを作成しておくことをお勧めします。データのバック

アップについては、第７章を参照してください。

また、「カードバックアップツール」を利用すると、コンパクトフ

ラッシュカードに簡単にバックアップを作成することができます。

その他のヒント

●電子メールを受けた相手先に、自分の名前を表示するには

受信トレイ上のサービスメニューから［プロパティ］を選択し、

リターンアドレス欄に "自分の名前"<xxx@xxx.xx.jp>　と入力し

ます。

NOTE

サーバによっては相手先（宛先）の電子メールアドレスを<yyy@xxx.

xx.jp>と < >でくくり、入力する必要があります。
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トラブルシューティング
パームサイズPCを利用する上で何か問題にぶつかった場合は、ここをお読み

ください。

NOTE

• Windows CEサービスの利用上の問題については、Windows CEサー
ビスのヘルプを参照してください。また別冊のハードウェア取扱説

明書の「故障かな？と思ったら」も必要に応じてお読みください。

• 以下の説明の中でたびたび出てきますが、パームサイズPCの「リ
セット」の操作については、別冊のハードウェア取扱説明書を参照

してください。

ダイヤルアップ接続に関する問題

パームサイズPCをデジタルデジタル携帯電話やPHSとつないだり、モデム

カードを使って一般の電話回線につないでダイヤルアップ接続を行う際に、

起こりやすい問題について説明します。

●「ポートを使用できません」というエラーメッセージが出る

【考えられる原因】

• デジタル携帯電話やPHSを利用している場合はケーブルがしっか
りと接続されていないことが考えられます。また、モデムカードを

利用している場合は、モデムカードがコンパクトフラッシュカード

スロットにきちんと差し込まれていないことが考えられます。

• 接続に使用している接続アイコンの「ダイヤルアップ接続のプロパ
ティ」上の設定で、ダイヤルアップ接続に使うモデムが正しく設定

されていないことが考えられます。

【対処】

• ケーブルの接続状態やモデムカードの装着状態を確認してくださ
い。
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• ダイヤルアップ接続のプロパティ上で、正しいモデムが選択されて
いるかをご確認ください。デジタル携帯電話の場合は「PDC Plug-

In Modem」、PHSの場合は「PHS Plug-In Modem」、モデムカードの

場合はそのモデムカード名を選択する必要があります。

●「キャリアが検出されませんでした」というエラーメッセージが出る

【考えられる原因】

• デジタル携帯電話やPHSの電源が入っていないことが考えられま
す。モデムカードを利用している場合は、モデムカードに電話回線

が正しく接続されていないことが考えられます。

• モデムカードを使用している場合、接続している電話回線がアナロ
グ回線でないことが考えられます。

• 電話番号が間違っている、またはダイヤルパターンの設定が間違っ
ていることが考えられます（例：0発信になっているなど）。

【対処】

• デジタル携帯電話やPHSを利用している場合は、電源が入ってい
るかを確認してください。また、ご利用の機種による問題も考えら

れますので、ご利用のデジタル携帯電話またはPHSに付属の説明

書もお読みください。

• モデムカードを利用している場合は、モデムカードが正しく電話回
線に接続されているかをご確認ください。また、モデムカードが正

しく電話回線に接続されているのにうまくいかない場合は、電話回

線に問題がある可能性があります。モデムカードを使って通信可能

な回線はアナログ回線のみです。デジタル回線に接続していないか

をご確認ください。

• ダイヤルアップ接続を行う際の画面上に、正しい電話番号が表示さ
れているかをご確認ください。「ダイヤルアップ接続時の電話番号

について」（84ページ）もご参照ください。
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●接続が不安定

【考えられる原因】

• 電池が消耗していることが考えられます。
• 接続に利用している電話回線にキャッチホンが設定されていること
が考えられます。

• 電波の弱いところでデジタル携帯電話やPHSを使っていることが
考えられます。

【対処】

• 電池を新品に交換するか、専用のACアダプタをご利用ください。
特に、モデムカードを利用している場合には、ACアダプタを必ず

ご使用ください。

• 接続に利用している電話回線にキャッチホンが設定されていると、
電話の着信のたびにダイヤルアップ接続は切れてしまいます。

ダイヤルアップ接続中にキャッチホンを無効にするには、［スター

ト］－［設定］－［ダイヤル］をタップして表示される画面上で

「キャッチホン機能の解除」にチェックマークを付けた上で、「ダイ

ヤル」の欄にキャッチホン解除のためのダイヤル番号*を入力して

ください。

* 解除のためのダイヤル番号については、キャッチホンの契約先にお問い合わせくだ

さい。

赤外線通信に関する問題

パームサイズPCどうし、またはパームサイズ PCとその他のWindows CEデ

バイスとの間での赤外線通信がうまくいかない場合は、次の点に注意して、

ファイルやデータの転送を行ってみてください。

• １回の通信で転送するデータは、ファイルの場合は1ファイルずつ、

連絡先のデータの場合は25アイテムずつにしてください。

• 赤外線ポートはまっすぐに向き合うようにしてください。また、各デ

バイスの赤外線ポートの間隔は、30cm以内にしてください。

• 赤外線ポートの間には、何も置かないでください。
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• 赤外線通信は、部屋の照明に影響を受ける場合があります。特にある

種の蛍光灯下では、通信がうまくいかない場合があります。他の場所

に移動するか、照明を消して試してみてください。

ご注意

日本語版以外のWindows CE を搭載したデバイスや、Windows

CE2.0より前のバージョンを搭載したデバイスとの間では、赤外

線通信はできない場合があります。

画面表示に関する問題

●画面に何も表示されない

電源ボタンを押してもパームサイズPCに反応がない場合は、電

源ボタンを1秒以上押し続けてみてください。それでも画面に何

も表示されない場合は、次をご確認ください。

• 本体背面の電池のフタがきちんと閉まっており、電池フタ開閉ス
イッチが「Lock」の位置になっているかをご確認ください。

• コントラストを調節してみてください。取り消しボタンを押しなが
らカーソルボタンを上に押すとコントラストが濃くなります。

• メインバッテリを交換してみてください。
• 以上を行ってもうまくいかない場合は、リセットの操作を実行して
ください。

●画面が暗い

次のことが考えられます。

• 長時間タッチスクリーンを直射日光下に置いた場合。液晶が一時的
に暗くなることがありますが、しばらくすると元に戻ります。

• コントラストを調節してみてください。取り消しボタンを押しなが
らカーソルボタンを下に押すとコントラストが淡くなります。
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●画面上の文字を大きくしたい

手書きメモでは、ズーム機能を使って画面のサイズを大きくする

ことができます。予定表、仕事、連絡先の各プログラム上では、

［ツール］－［オプション］で表示されるオプションダイアログ上

の「大きいフォントを利用する」にチェックマークを付けること

で、画面上の表示フォントを大きくすることができます。

本体の反応に関する問題

●スタイラスでの操作が思うようにいかない

ボタンをタップしたつもりなのに反応しなかったり、タップした

位置通りの反応をしなくなった場合は、タッチスクリーンの再補

正が必要です。［スタート］－［設定］－［スタイラス］をタップ

して表示される画面上で［再補正］ボタンをタップして、画面の

指示に従って最補正を実行してください。

●動作がにぶくなったり、反応しなくなった

まず、別冊のハードウェア取扱説明書の「故障かな？と思ったら」

をご参照ください。必要な場合は、リセットの操作を実行してく

ださい。

その他の問題

●パスワードを忘れてしまった

残念ながら、パスワードを忘れてしまうと、フルリセット（メモ

リの初期化）をする以外に再びパームサイズPCを利用する方法

はありません。

●メモリ異常のため、本機が正常に動作しなくなった

画面上に「メモリ内容の一部が不正な状態にあります...」という

メッセージが表示された場合は、本機を正常な状態に戻すために

フルリセットの操作が必要となります。
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●Windows CEサービスを使ってパームサイズPCのリードオンリーファ

イルを上書きできない。

Windows CEサービスを使って、パームサイズPC上の該当ファイ

ルを削除した後、再度コピーを行ってください。

●カードバックアップツールを使用していてエラーメッセージが表示さ

れた。

表示されたメッセージに従って対処してください。

●パームサイズPCの時刻がずれる。

接続するパソコンの時計が正しい時刻に設定されているかご確認

ください。

以上のような場合や、本体に問題はないがメモリの内容を完全に消去して本

機を初期状態に戻したいような場合には、フルリセット（メモリの初期化）を

実行してください。

フルリセットを実行すると、パームサイズPC上に入力したすべてのデータ

や、本体のRAMに追加インストールしたプログラムなどのデータはすべて失

われ、各種の設定はすべて初期状態に戻ります。

フルリセットの操作については、別冊のハードウェア取扱説明書をご参照く

ださい。
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タスクトレイアイコン一覧

パームサイズのタスクトレイには、次のようなアイコンが表示されます。そ

れぞれのアイコンは、パームサイズPCの状態を表示します。

バッテリと電源に関するアイコン

アイコン 意味

　 バックアップバッテリが消耗しています。

　 メインバッテリが消耗しています。

　 ACアダプタから電源を供給されています。

接続に関するアイコン

アイコン 意味

　 ダイヤルアップ接続中です。

　 ケーブル接続中です。
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パソコンに表示される同期アイコン
以下のアイコンは、パームサイズPCとパソコンを接続した際に、パソコンの

タスクトレイ上に表示されるアイコンです。

アイコン 意味

　 パームサイズPC（またはその他のWindows CEデバイ

ス）が接続されたことを示します。

　 デバイスの接続待機状態です。

　 現在デバイスの接続ができません（Windows CEサービ

スのプロパティの設定によります）。

　 同期のエラーが起きました。

　 パームサイズPCとパソコン上で同期されていないデー

タがあります。

　 同期中です（同期中は、矢印が動きます）。

　 パームサイズPCとパソコン上のデータが同期した状態

になっています。
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用語集

• この用語集は、本マニュアル中で出てくる用語について解説したもので

す。パームサイズPCを扱う上での意味を解説しているため、一般的な説

明でない部分も含まれています。

• 説明文中で「*」印が付いている用語は、この用語集の中に見出しとして

含まれている言葉です。

アルファベット

ActiveSync パームサイズ PC とパソコンの間で同期を実行するための、

Windows CEサービス*の機能です。通常は、パームサイズPC

をクレードル*に乗せるだけでActiveSyncが起動するため、そ

の存在を意識することはあまりありません。なお、パームサイ

ズPC上のActiveSync（［スタート］－［プログラム］－［通信］

－［ActiveSync］）は、リモート接続*時などにパームサイズPC

側から接続先のコンピュータのActiveSyncを起動させるための

プログラムです。

COMポート パソコンが、外部機器との間で通信（データの転送）を行うた

めの端子です。通信ポート、シリアルポートなどとも呼びま

す。通常パソコンはCOMポートを複数備えており、COM1、

COM2のように番号を付けて識別します。

IRポート →赤外線通信を参照

ISP →インターネットサービスプロバイダを参照

Microsoft Pocket Outlook

パームサイズPCに内蔵されている予定表、連絡先、仕事、受

信トレイの4つのプログラムの総称で、パソコン上のMicrosoft

Outlook（またはSchedule+）との間でデータの同期が可能です。
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PCリンク パソコンとの接続を行うための、パームサイズPC上のプログ

ラムです。［スタート］－［プログラム］－［通信］－［PCリ

ンク］で起動します。

Pocket Outlook

→Microsoft Pocket Outlookを参照

TCP/IP "Transmission Control Protocol / Internet Protocol" の略称です。イ

ンターネット通信に使われるプロトコル（通信上の約束ごと）

です。パームサイズPCがパソコンと通信する際には、このプ

ロトコルを利用しています。

Windows CEサービス

パームサイズPCとパソコンの間で、各種データの同期*やファ

イルのコピーなどを行うための、パソコン上のプログラムで

す。パソコン上で、「モバイルデバイス*」アイコンをダブルク

リック（または［スタート］－［プログラム］－［Microsoft

Windows CEサービス］－［モバイルデバイス］を選択）する

ことで起動できます。

ア行

インターネットサービスプロバイダ

インターネットへの接続サービスを提供している企業のことで

す。

カ行

クレードル CASSIOPEIAとパソコンを接続するための専用の台です（別売

品）。クレードルに直付けされているケーブルをパソコンの

COMポート*に接続し、CASSIOPEIAをクレードルに乗せる

ことで、パソコンとCASSIOPEIAをシリアル接続*することが

できます。クレードルにはACアダプタを接続するための端子

が付いており、クレードル経由でCASSIOPEIAに電源供給する

こともできます。
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ゲスト パートナー*ではないパソコンにパームサイズPCを接続する

場合には、Windows CEサービスに「ゲスト」として接続する

ことで、パソコンとパームサイズPCの間でのファイルの転送

などを行うことが可能です。ゲストとして接続した場合は、同

期*を行うことはできません。

コンパクトフラッシュカード

小型のフラッシュメモリカードで、パームサイズPCのカード

スロットに差し込んで利用します。本体のデータ記憶用メモリ

と同様に、ファイルやプログラムなどを格納しておくことがで

きます。また、メモリカード以外にも、コンパクトフラッシュ

カードタイプのモデムカードなどがあります。

サ行

サービスプロバイダ →インターネットサービスプロバイダを参照

スタイラス パームサイズPCのタッチスクリーン *の操作を行うための専

用ペンをスタイラスと呼びます。

赤外線ポート パームサイズPCに備わっている、赤外線通信*を行うための

インターフェースです。赤外線ポートを通じて、パームサイズ

PCどうしや、パームサイズPCとその他のモバイルデバイス*

との間などで、無線でファイルの転送などを行うことができま

す。

赤外線通信 赤外線を使って無線でデータの転送などの通信を行う方法のこ

とです。パームサイズPCには赤外線ポート*が一つ付いてお

り、このポート同士を向き合わせて通信を実行することが可能

です。
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タ行

ダイヤルアップ接続

パームサイズPCを、電話回線を通じて遠隔地のコンピュータ

（これをリモートコンピュータと呼びます）と接続するのが

「ダイヤルアップ接続」です。パームサイズPC上では、ダイヤ

ルアップ接続を行うための設定を、［スタート］－［プログラ

ム］－［通信］－［リモートネットワーク］を使って実行しま

す。

タッチスクリーン

パームサイズPCの表示画面（スクリーン）は、スタイラス*

で直接タッチして操作を行うための機能を兼ね備えているた

め、タッチスクリーンと呼びます。

タッチスクリーンの補正

タッチスクリーン*上でタッチした位置と実際の動作の間でず

れがある場合に必要な操作です。パームサイズPCを最初に使

う際に一度行う、画面上の十字マークを順次タップしていく操

作が、タッチスクリーンの補正です。［スタート］－［設定］－

［スタイラス］を選択して表示される画面上で実行することが

できます。

タップ タッチスクリーン*上を、スタイラスで軽く１回つつく操作で

す。

ダブルタップ タッチスクリーン*上の同じ位置を、スタイラスで連続的に２

回つつく操作です。

通信ポート →COMポートを参照

ドラッグ タッチスクリーン*上でスタイラスを引きずる操作です。紙の

上に鉛筆などで線を引くのと同じ要領です。
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同期 パソコンとパームサイズPCの間で、各種のデータ（連絡先、予

定表、仕事、受信トレイなどに登録されているデータ）やファ

イル（手書きメモやボイスレコーダーのファイル）などを、同

じ状態に保つことを「同期」と呼びます。同期を行うためには、

パソコン上にWindows CEサービス*をインストールした上で、

パソコンとパームサイズ PCの間でパートナー設定*を行うこ

とが必要です。どのデータを同期するかは、Windows CEサー

ビスを使って設定することができます。

ハ行

パートナー設定

パソコンとパームサイズPCの間で各種のデータの同期*を行

うために必要となるもので、パソコンにWindows CEサービス

*をインストールする際に設定します。1台のパームサイズPC

は、2台までのパソコンとの間でパートナー設定を行うことが

できます。

バックアップ パームサイズPC上のすべてのデータ（データ記憶用メモリに

追加インストールしたプログラムを含む）の「コピー」を、一

つのファイルにまとめて保存しておくことができるWindows

CEサービス*の機能です。バックアップの機能によって作成

されたファイルを「バックアップファイル」と呼びます。なお、

CASSIOPEIAの「カードバックアップ」プログラムを使うと、

コンパクトフラッシュカードに直接バックアップを作成するこ

ともできます。

バックアップファイル

→バックアップを参照

ファイル変換 Windows CEサービスを使ってパソコンとパームサイズPCの間

でファイルのコピーを行うと、一部のファイルは自動的に相手

先で扱うことができる形式に変換されます。これがファイル変

換です。例えばパームサイズPC上の手書きメモのファイル

（.pwi）は、パソコン側にコピーすると自動的にMicrosoft Word

97形式のファイル（.doc）に変換されます。

第 ３ 部　補足情報　137

フルリセット →リセットを参照

ポケットアウトルック

→Microsoft Pocket Outlookを参照

メールアカウント

銀行口座のことを英語で「アカウント」と言いますが、イン

ターネットサービスプロバイダなどと契約することで、プロバ

イダのメールサーバ上に自分のメールボックスを持つこと（つ

まり、自分のメールアドレスを持っているということ）を

「メールアカウントを持っている」と言います。

マ行

モデムカード パームサイズPCでダイヤルアップ接続*を行うのに利用する

ことができる、カード型のモデムです。CASSIOPEIA用には、

カシオ製のJK-710MC56が用意されています（別売品）。

モバイルデバイス

Windows CEサービスを起動するためのアイコン名で、Windows

CEサービス*をインストールすると、デスクトップ上にショー

トカットが作成されます。また、Windows CEサービスとの間

で同期やファイル転送を行うことができる、Windows CEを搭

載した製品の総称を「モバイルデバイス」と呼びます。

モバイルデバイスウィンドウ

Windows CEサービス*を起動したときに表示されるウィンド

ウを「モバイルデバイスウィンドウ」と呼びます。デスクトッ

プ上の「モバイルデバイス*」アイコンをダブルクリックする

か、［スタート］－［プログラム］－［Microsoft Windows CEサー

ビス］－［モバイルデバイス］を選択することで表示されます。

138　パームサイズPCユーザーズガイド

ラ行

リストア バックアップファイル*を使って、パームサイズPCにデータ

を復元することをこう呼びます。

リセット パームサイズPC上でWindows CEを再起動することです。CAS-

SIOPEIAでは、本体背面のリセットボタンをスタイラスを使っ

て押すことでリセットすることができます。リセットを行うこ

とで、本体メモリに保存済みのデータが失われることはありま

せん。一方、本体のメモリエラーなどから回復するために実行

するメモリの初期化を「フルリセット」と呼び、リセットとは

区別されます。フルリセットを行うと、パームサイズPC上に

保存していたすべてのデータや、追加インストールしたプログ

ラムなどはすべて消去されます。リセット、フルリセットにつ

いての詳細は、ハードウェア取扱説明書を参照してください。

リモート接続 遠隔地のコンピュータに、電話回線やLANなどを通じて接続

することを、「リモート接続」と呼びます。パームサイズPCを、

遠隔地のパソコンとリモート接続することにより、両者間で同

期*を実行することが可能です。

リモートネットワーク

パームサイズPC上のプログラムです。リモートネットワーク

を使うことにより、ダイヤルアップ接続*の設定などを行うこ

とができます。［スタート］－［プログラム］－［通信］－［リ

モートネットワーク］を選択することで実行できます。
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